
令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02424 きりしまフォトコンテスト開催事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 003 次世代へつなぐ芸術文化活動の推進 グループ 芸術文化グループ

予
算
科
目

基本事業名 001 芸術文化に触れ親しむ機会の充実 内線番号 3981
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 平成16年度期間
項 06 社会教育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 06 文化振興費  根拠法令・条例等 特になし

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
　霧島の四季に富んだ自然風景、伝統行事、祭り、景色、産業、人々の暮らし、環境やジオパークに関するものなどを捉えた「自由部門」と、飛
行機、空港で働く人々、出会い、別れなど鹿児島空港の魅力を様々な角度から捉えた「エアポート部門」の２部門で構成する写真の公募展。
　写真に対する関心を高めてもらうと共に、霧島の魅力を再発見し、郷土への愛着を深めてもらうことを目的とする。
●応募作品撮影期間　１月～翌年１月

【手順】
　①開催要項の決定　　　②募集チラシの作成・広報　　　③応募作品の受付　　　④応募作品の審査
　⑤優秀作品の展示・表彰（各地区の巡回展も開催する）
※出品料＝１点目1,000円。２点目以降１点につき500円。各部門１人５点まで。（学生は無料）

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

延べ展示日数 日ア 94 100 94 100 100
イ
ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市民 人口 人ア 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）
写真に対する関心を高めてもらう出品点数 点ア 488 500 425 500 500
写真に対する関心を高めてもらう出品者数 人イ 195 220 171 220 220
写真に対する関心を高めてもらう市内出品者数 人 89 100 74 100 100ウ

（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　子どもの頃から身近な場所で良質な芸術・文化を鑑賞し、体験できる機会を提供するとともに、これまでの広報活動に加え、各種メディアなど
を活用した積極的な情報発信に努めます。
　また、関係機関と連携し、市民ニーズ等を踏まえた音楽・演劇などの芸術文化を享受できるイベントや、市民が優れた芸術に触れる機会の創出
に努めます。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　令和2年3月に展示期間が予定されている本事業は、同年に開催される

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0かごしま国体の文化プログラムの一つとして実施可能な事業になり得る
ものと認識している。このことから、本年度の事業実施において「かご 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0しま国体」の文化プログラムとしてどのような開催方法とすべきかを検
討。 地 方 債 千円 0 0 0 0 0

そ の 他 千円 220 281 275 325 325
一 般 財 源 千円 459 204 180 261 261

事業費 千円 679 485 455 586 586

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

募集期間　令和２年１月６日～１月24日 　応募の多かった昨年と比較すると応募点数が63点、応募者数が24人減
展示期間　令和２年３月７日～３月19日（国分ｼﾋﾞｯｸｾﾝﾀｰ市民ｷﾞｬﾗﾘｰ） 少した。原因としては昨年度まで1点500円だった出品料を1点目のみ1,0
巡回展　　令和２年３月24日～６月19日（７会場） 00円としたことが考えられる。（歳入は26,500円増加）
出品点数　　　425点 　市内応募者が43.3％、市外（県内）応募者が49.1％、県外応募者が7.
出品者数　　　171人 6％で、市外住民が霧島市を訪れるきっかけとなった。
市内出品点数　164点（国分92、溝辺3、横川5、牧園11、霧島1、隼人50 　市内地区別の出品状況は国分、隼人が多かった。
、福山2）
市内出品者数　 74人（国分41、溝辺2、横川3、牧園4、霧島1、隼人22
、福山1）
市外出品点数　261点（鹿児島市71、姶良市97、薩摩川内市16、鹿屋市1
2、その他県内34、県外31）
市外出品者数　 97人（鹿児島市30、姶良市29、薩摩川内市7、鹿屋市3
、その他県内15、県外13）
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02424 きりしまフォトコンテスト開催事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ □結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ ■間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ □向上する余地はかなりある 影響がある

■ ■向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
近隣市町村でも様々なコンテストが開催されているが、「霧島」「空

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
港」に特化した写真コンテストは本市にしかできない。本事業がある
ことで、写真愛好家のモチベーションが上がることはもちろん、鑑賞

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討 者に霧島の魅力を伝えることができる。撮影のために本市を訪れる市
Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討 外住民も多い。また、入賞作品は市が作成する資料等の素材としても

活用されている。

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
無料ウェブサイトや公募ガイド等に掲載するなど、作品募集についてより一層の周知・広報に努める。
審査や結果発表など運営方法について改善を図る。

（２）令和 2年度の改革改善の内容
　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

霧島と空港をテーマに始まった公募展ではあるが、似たような構図など出品作品のマンネリ化が見られる。こ
れまでの積み重ねも大切にしつつ、「暮らし」や「人物」など新たなテーマを設けるなど改革を検討したい。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02424 きりしまフォトコンテスト開催事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                174                174
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                 87                  0                  0
０８ 報 償 費                322                347                347
０９ 旅 費                  0                  5                  5
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                 20                 33                 33

消 耗 品 費                  4                 11                 11
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                 16                 22                 22
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                 26                 27                 27
通 信 運 搬 費                 23                 23                 23
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  3                  4                  4
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料                  0                  0                  0
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                  0                  0                  0
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

               455                586                586計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                275                325                325

一 般 財 源                180                261                261
計                455                586                586

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額         485
その他 第16回きりしまフォトコンテスト出品料補正予算          260           0
その他 ポストカード等売払代金           15           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0           3
予算合計            0         488

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計          275
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02425 きりしま美術展開催事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 003 次世代へつなぐ芸術文化活動の推進 グループ 芸術文化グループ

予
算
科
目

基本事業名 001 芸術文化に触れ親しむ機会の充実 内線番号 3981
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 平成16年度期間
項 06 社会教育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 06 文化振興費  根拠法令・条例等 特になし

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
　平成16年に国分市制施行50周年と舞鶴城築城400周年を記念して「国分市美術展」として初開催。平成17年は「きりしまいきいき塾」事業の一
環として開催され、合併後の平成18年からは「霧島市美術展」と名称を変更し、旧霧島町で開催していた「8号洋画展」をテーマ部門として位置
づけ開催した。平成22年は市制5周年記念として「こども絵画展」を同時開催し、翌23年から「こども絵画展」を「ジュニア部門」として編入し
た。平成25年から「全国公募」を開始、平成29年から名称を「きりしま美術大賞展」へ変更し現在に至っている。
　美術展の運営については、実行委員会を組織している。
【手順】
　①実行委員会（開催要項決定など）　　②ポスター・チラシ作成→広報　　③実行委員会（具体的な実施方法について）
　④搬入（９月上旬）　　⑤審査（９月中旬）　　⑥表彰式及び展示（10月上旬）　　⑦搬出（10月下旬）
　⑧巡回展（松下美術館）（11月）　　⑨実行委員会（精算事務）
※出品料＝１点3,000円。各部門１人３点まで。（ジュニア部門は１人１点、応募無料）

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

延べ展示日数 日ア 27 30 28 30 30
イ
ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市民 人口 人ア 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）
美術に対する関心を高めてもらう出品点数 点ア 2,754 2,850 2,991 2,900 2,900
美術に対する関心を高めてもらう出品者数 人イ 2,699 2,650 2,936 2,700 2,750
美術に対する関心を高めてもらう市内出品者数 人 2,627 2,500 2,884 2,550 2,600ウ

（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　子どもの頃から身近な場所で良質な芸術・文化を鑑賞し、体験できる機会を提供するとともに、これまでの広報活動に加え、各種メディアなど
を活用した積極的な情報発信に努めます。
　また、関係機関と連携し、市民ニーズ等を踏まえた音楽・演劇などの芸術文化を享受できるイベントや、市民が優れた芸術に触れる機会の創出
に努めます。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　令和2年度に開催されるかごしま国体に際し、開催期間が重複するイ

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0ベントの一つとして開催計画を見直す必要がある。
　しかしながら、本事業が公共施設の一部を長期にわたり占有しなけれ 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0ばならないことから、開催時期を変更した場合、例年開催されている他
のイベントの関係団体及び関係者に重複による不都合が生じる可能性が 地 方 債 千円 0 0 0 0 0懸念されることから慎重に検討する必要がある。

そ の 他 千円 0 0 0 0 0
一 般 財 源 千円 1,644 1,426 1,431 0 1,618

事業費 千円 1,644 1,426 1,431 0 1,618

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

　国分シビックセンター市民ギャラリー、エントランスホール、共通ロ 　昨年と比較すると自由部門が26点減少、テーマ部門が6点増加、高校
ビーを利用して展示会を開催し、一般・ジュニア・高校生部門の入賞作 生部門が4点減少、ジュニア部門が261点増加した。一般（自由・テーマ
品を展示した。 ）部門はやや減少傾向にあるものの、ジュニア部門は年々増加している
・展示期間　令和元年10月５日～10月18日（14日間） 。
・展示点数　534点（自由48、テーマ47、高校生７、ジュニア432） 　幼児から80代といった幅広い年齢層から応募があった。
　（巡回展＝令和元年10月22日～11月４日（14日間）／展示点数　47点 　一般（自由・テーマ）部門の市内応募者は61.1％、市外（県内）応募
（自由23、テーマ24）） 者は30.5％、県外応募者は8.4％に留まったが、遠くは東京都からも応
・応募総数　2,991点（自由89、テーマ97、高校生７、ジュニア2,798） 募があった。
・応募者数　2,936人（自由67、テーマ64、高校生７、ジュニア2,798）

・一般応募者数　131人（霧島市80、鹿児島市19、伊佐市4、湧水町4、
その他県内13、県外11）
・うち霧島市地区別　80人（国分44、溝辺0、横川2、牧園1、霧島7、隼
人23、福山3）

IP27P040



事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02425 きりしま美術展開催事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ □結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ ■間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ □向上する余地はかなりある 影響がある

■ ■向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ □削減できない 削減できない

□ ■削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
他市町で同様の公募展や美術団体ごとの展示会が行われているが、霧

ＢＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
島に特化した部門を設けることで愛郷心を育み、未来を担う幼児・小
中学生の豊かな心の醸成に寄与している。しかし、一般部門の出品者

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討 数の減少や人件費の増加など今後の美術展のあり方について検討が必
Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討 要である。

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
今年度は事業休止。（「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」と日程が重複する予定だった為。）
令和３年度は再開予定だが、これまで作品の搬入、審査、保管に使用していた隼人公民館会議室が使用できな
くなることから、代替施設を確保する必要がある。また、事業規模や運営方法についても検討していく必要が
ある。（２）令和 2年度の改革改善の内容

　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

令和３年度は霧島市で10月に「地域伝統芸能全国大会かごしま大会」が開催される。美術展と開催時期が重な
ることから、美術展の運営方法について検討が必要である。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02425 きりしま美術展開催事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                287                  0                348
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                  0                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料              1,144                  0              1,270
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                  0                  0                  0
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

             1,431                  0              1,618計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源              1,431                  0              1,618
計              1,431                  0              1,618

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額       1,426
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0           5
予算合計            0       1,431

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02427 児童生徒芸術鑑賞会事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 003 次世代へつなぐ芸術文化活動の推進 グループ 芸術文化グループ

予
算
科
目

基本事業名 001 芸術文化に触れ親しむ機会の充実 内線番号 3981
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 平成17年度期間
項 06 社会教育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 06 文化振興費  根拠法令・条例等 特になし

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
　市内の小中学生に良質な芸術・文化を鑑賞し、体験できる機会を提供することで、豊かな心の醸成を図る。

・小学生対象＝市町村による青少年劇場（市内の小学校に３年に１回音楽鑑賞の機会を提供する。）
・中学生対象＝生徒芸術鑑賞会事業（市内の中学校に３年に１回音楽鑑賞の機会を提供する。）
・小学６年生対象＝劇団四季「こころの劇場」（市内の小学６年生全員を市民会館に招待し演劇鑑賞の機会を提供する。）

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

舞台演劇･コンサートの開催数 回ア 10 11 12 11 11
イ
ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

霧島市内の中学生 霧島市内の中学生の数 人ア 3,546 3,600 3,511 3,600 3,600
霧島市内の小学生 霧島市内の小学生の数 人イ 7,468 7,500 7,501 7,500 7,500

ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）
芸術に対する興味、関心を持ってもらう。観劇した児童生徒数 人ア 5,869 5,700 5,801 5,800 5,800

イ
ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　子どもの頃から身近な場所で良質な芸術・文化を鑑賞し、体験できる機会を提供するとともに、これまでの広報活動に加え、各種メディアなど
を活用した積極的な情報発信に努めます。
　また、関係機関と連携し、市民ニーズ等を踏まえた音楽・演劇などの芸術文化を享受できるイベントや、市民が優れた芸術に触れる機会の創出
に努めます。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　今年度、小学生については3年毎のメニュー見直しの年になっており

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0、【弦楽四重奏】に変更される予定であるが、近年、器楽演奏のメニュ
ーが続いていることから、3年後のメニュー選定に当たっては可能な限 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0り、舞台公演など器楽演奏以外のメニューを希望するなどにより子供達
の豊かな心の醸成に努めたい。また、中学生については、部活として活 地 方 債 千円 0 0 0 0 0動している吹奏楽のレベルアップと地元で毎年開催される霧島国際音楽
祭のＰＲ効果を狙って引き続き、霧島国際音楽ホールの「おとどけコン そ の 他 千円 0 0 0 0 0サート」による公演を依頼する。
　「こころの劇場」公演については、小学生のみではなく広く市民にそ 一 般 財 源 千円 3,047 4,560 3,946 4,512 4,512
の鑑賞機会を広げるため、自主文化事業としての開催について模索して
いく。 事業費 千円 3,047 4,560 3,946 4,512 4,512

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

1　青少年劇場　「弦楽四重奏団 Bienen Quartet」　6公演（12校） 　青少年劇場では全国で活躍するアーティストの生演奏を、生徒芸術鑑
　　国分南小（平山小・塚脇小）、青葉小、大田小（霧島小・永水小） 賞会事業では県内アーティストの生演奏を披露し、市内の小中学生に良
　　富隈小、天降川小、横川小（安良小・佐々木小）　　2,836人 質な芸術・文化に触れる機会を提供することができた。また、小学６年

生には全国的に有名な劇団四季の舞台鑑賞の機会を提供し、豊かな心の
2　生徒芸術鑑賞会　「おとどけコンサート」　公演（中学校4校） 醸成に寄与した。
　　溝辺中、舞鶴中、横川中、牧園中　　1,123人 　青少年劇場開催予定だった上小川小学校はインフルエンザの流行で学

年閉鎖となっており、開催を中止。次年度開催予定とした。
3　劇団「四季」こころの劇場　「はだかの王様」
　　小学６年生全員　市民会館　2回公演　　1,349人

4　その他芸術文化事業（文化庁・県主催）の活用
　　日当山中、霧島中　　493人

IP27P040



事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02427 児童生徒芸術鑑賞会事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ ■結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ □間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
　感受性の高い児童生徒の感性を高めるためには優れた芸術文化を体

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
感させることが重要であり、次世代を担う子ども立ちの豊かな心の醸
成に寄与する事業であるため継続して取り組むことが適当である。

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討

Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
　小学生対象の青少年劇場は３年毎にメニューを見直しており、昨年度から「弦楽四重奏」を実施。今年度も
同様の予定。中学生対象の生徒芸術鑑賞会事業は霧島国際音楽ホールの「おとどけコンサート」を実施し、吹
奏楽部や音楽部などのレベル向上や霧島国際音楽祭のＰＲを図る。「こころの劇場」は劇団四季と調整し実施
していく。（２）令和 2年度の改革改善の内容
　全ての事業について、今年度は新型コロナウイルスの感染拡大を防止するため、実施時期、実施方法等を検　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）
討していく。

　全ての児童生徒に小学生のうちに２回、中学生のうちに１回芸術鑑賞の機会を、小学６年生で演劇鑑賞の機
会を提供しており、今後も継続していく。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02427 児童生徒芸術鑑賞会事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                  0                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                 35                 44                 44
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                 35                 44                 44
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料              2,593              3,058              3,058
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料              1,318              1,410              1,410
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                  0                  0                  0
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

             3,946              4,512              4,512計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源              3,946              4,512              4,512
計              3,946              4,512              4,512

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額       4,560
補正予算            0        -330

補正第８号            0        -330
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0           0
予算合計            0       4,230

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02428 霧島市民会館管理運営事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 003 次世代へつなぐ芸術文化活動の推進 グループ 芸術文化ｸﾞﾙｰﾌﾟ

予
算
科
目

基本事業名 001 芸術文化に触れ親しむ機会の充実 内線番号 3981
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 昭和42年度期間
項 06 社会教育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 06 文化振興費  根拠法令・条例等

評価区分 標準評価 評価対象 ２次評価 関連計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
　会館の管理運営及び自主文化事業の企画運営も含め「（株）舞研」を指定管理者として委託し、新たに5年間の指定管理が開始された。
　施設や設備に修繕が必要とされた場合は、年間におおむね100,000円までは指定管理者の負担、それを超える部分は市の負担としている。
　（基本協定書第15条第2項）
〔施設の概要〕
開館日　昭和42年7月19日（平成11年10月16日リニューアル）
延べ床面積　4,472㎡
座席数　固定席1,044　うち車椅子席6　親子席12
休館日　毎月第1月曜日、年末年始　開館時間　午前９時～午後１０時

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

会館日数 人ア 347 348 348 347 347
イ
ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市民 人口 人ア 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）

文化的催し物を鑑賞してもらう総入場者数 人ア 61,300 69,600 53,690 69,600 69,600
稼動日数 貸し館等の利用があった日数 人イ 237 348 240 347 347
稼動日数（ホール） ホールの利用があった日数 人 196 203 196 202 202ウ

（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　子どもの頃から身近な場所で良質な芸術・文化を鑑賞し、体験できる機会を提供するとともに、これまでの広報活動に加え、各種メディアなど
を活用した積極的な情報発信に努めます。
　また、関係機関と連携し、市民ニーズ等を踏まえた音楽・演劇などの芸術文化を享受できるイベントや、市民が優れた芸術に触れる機会の創出
に努めます。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　市自主文化事業のメニュー選定については、企画段階から指定管理者

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0と充分な協議を行い、一定額を支出する予算構造から脱却し、弾力的な
運用行なうことにより質の高い舞台芸術の公演を目指す。また、経年劣 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0化に伴う施設設備の不具合については、その都度対応しながら将来的に
市民会館のあり方を検討する。 地 方 債 千円 0 0 0 0 0

そ の 他 千円 5,700 5,550 5,550 5,500 5,500
一 般 財 源 千円 50,443 50,572 50,624 46,387 46,387

事業費 千円 56,143 56,122 56,174 51,887 51,887

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

　自主文化事業をはじめ、芸術文化団体の芸術祭や文化祭の開催、幼保 　文化協会等の芸術祭や、学校の発表会に場所を提供することにより、
育園の発表会、小中高校の文化部活動及び吹奏楽部演奏会と利用され、 市民が芸術文化を発信することができた。また、市民会館自主文化事業
また、霧島市事業として市民表彰や成人式並びに舞鶴大学の開催、劇団 、コンサートや演奏会が開催されることにより市民が音楽や舞台などの
及び楽団による練習や公演、劇団四季の「こころの劇場」に活用された 芸術に親しむことができた。
。年間を通じて137件、53,690人が利用した。その内、市民会館自主文
化事業として5つのプログラムを実施し、1,808人の方々が鑑賞や体験を
した。
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02428 霧島市民会館管理運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ ■結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ □間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

■ ■向上する余地はかなりある 影響がある

□ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
市民会館は、芸術文化の拠点施設である。現在、指定管理者制度を導

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
入し、円滑に運営を行っている。公共性の高い施設である為、市費を
投じるのは妥当と言える。自主文化事業を通し、質の高い舞台芸術に

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討 市民が触れられる機会を設けている。しかし、施設の老朽化などハー
Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討 ド面の問題があるため、施設の今後のあり方を検討する必要がある。

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ① レ
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
市自主文化事業のメニュー選定については、質の高い舞台芸術に触れることで市民の文化意識の向上につなが
る内容になるよう企画段階から指定管理者と十分な協議を行いながら計画していく。
市民会館は建築されてから54年、大規模リニューアルから22年が経過することから、霧島市民会館の今後のあ
り方を検討する。（２）令和 2年度の改革改善の内容

　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

市民会館は建築されてから55年、大規模リニューアルから23年が経過することから、霧島市民会館の今後のあ
り方を検討する。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名 市民環境部長　本村　成明
拡　充 ④ ② ① レ
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
 令和元年度に「霧島市民会館あり方検討委員会」の設置の準備を行い、令和２年度に同委員会を設置し、開
催した同委員会において、「市民会館は大規模改修を行い、令和10年頃を目途に新たな検討委員会を立ち上げ
、新館建設の検討を開始する」こととなった。今後は、空気調和設備や特定天井及び外壁の改修、音響や照明
設備の更新を一連の大規模改修と位置づけ、年次的に進めていく。（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02428 霧島市民会館管理運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費              1,053              1,000              1,000

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料              1,053              1,000              1,000
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                 66                 67                 67
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                 66                 67                 67

１３ 委 託 料             55,055             50,820             50,820
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                  0                  0                  0
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

            56,174             51,887             51,887計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他              5,550              5,500              5,500

一 般 財 源             50,624             46,387             46,387
計             56,174             51,887             51,887

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額      56,122
その他 市民会館使用料補正予算        5,550           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0          54
予算合計            0      56,176

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計        5,550
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02429 文化芸術支援事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 003 次世代へつなぐ芸術文化活動の推進 グループ 芸術文化グループ

予
算
科
目

基本事業名 002 芸術文化活動を実践する市民及び団体への支援 内線番号 3982
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 平成 8年度期間
項 06 社会教育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 06 文化振興費  根拠法令・条例等 特になし

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
　スポーツ・文化振興課芸術文化グループが所管する芸術文化団体（霧島市文化協会・霧島市少年少女合唱団・霧島神楽振興会及び霧島国際音楽
祭・霧島国際音楽祭交流会）が行っている活動は本市の芸術文化振興に多大な貢献をしていることから、補助金を交付してその運営の継承及び安
定化を図っている。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

補助を行った団体数 団体ア 5 5 5 5 5
イ
ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

補助団体 補助団体数 団体ア 5 5 5 5 5
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）

適切に運営される 適切に運営された団体数 団体ア 5 5 5 5 5
イ
ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　市民の自主的な芸術・文化活動により、多くの市民が芸術文化に親しめる機会が増えるよう、市民活動の支援に取り組みます。
　また、市文化協会や関係団体など、積極的に活動する芸術文化団体への支援や団体相互の交流の推進により、活動の活性化を図るとともに、芸
術文化を支える人材の育成に努めます。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　現下の課題としては、文化協会、神楽振興会において高齢化による会

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0員の減少が顕著になりつつあると認識しており、新規会員の加入促進策
について検討が必要である。また、文化協会各支部での活動が困難にな 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0りつつあることから、文化協会の支部活動のあり方について検討する時
期を迎えている。 地 方 債 千円 0 0 0 0 0

そ の 他 千円 0 1,400 0 0 0
一 般 財 源 千円 9,984 9,184 9,313 9,184 9,184

事業費 千円 9,984 10,584 9,313 9,184 9,184

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

　文化協会は、支部ごとに文化祭を中心とした活動と、国分支部・隼人 　文化協会及び霧島神楽振興会においては、高齢化に伴う会員減少が顕
支部はそれに加えてチャリティーショーなど地域の特性を生かした活動 著になりつつある。しかしながら、全ての団体ともに、年間を通じた独
を行った。 自の活発な活動により、市民を含めた多くの方々に芸術文化に触れる機
　少年少女合唱団は、年間を通した練習に加え、県の合唱祭や白い歌青 会を提供できた。
い歌フェスティバルへ出演した。霧島神楽振興会は、前年に引き続き、
南九州神楽まつりや郷土芸能の夕べに出演した。
　霧島国際音楽祭は、天候による変更もなくスケジュールに沿って開催
された。ビュッフェパーティは天候を考慮して屋内開催で行われた。
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02429 文化芸術支援事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

□ □結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

■ ■間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
各団体の活動により、市民が芸術文化に触れるきっかけづくりができ

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
ている。また芸術文化活動の受け皿となる団体の維持継承に市費を投
じることは、多くの市民にその機会を与えることに繋がっていると考

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討 えられる。
Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
文化協会、神楽振興会において高齢化による会員の減少が顕著になりつつあり、新規会員の加入促進が必要で
ある。また、活動が困難になりつつある文化協会支部もあり、支部活動のあり方について検討する時期を迎え
ている。

（２）令和 2年度の改革改善の内容
　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

各団体ともに新規加入の促進をはかるとともに、文化協会においては活動が困難になる可能性がある支部もあ
ることから、組織のあり方を検討するよう助言を行う。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02429 文化芸術支援事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                  0                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料                  0                  0                  0
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金              9,313              9,184              9,184
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

             9,313              9,184              9,184計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源              9,313              9,184              9,184
計              9,313              9,184              9,184

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額      10,584
補正予算            0      -1,271

補正第８号            0      -1,271
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0           0
予算合計            0       9,313

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02447 各地区スポーツ祭開催支援事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興グループ

予
算
科
目

基本事業名 001 生涯スポーツの推進 内線番号 3962
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 昭和33年度期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 02 社会体育振興費  根拠法令・条例等 霧島市補助金等の種類及び補助率に関する要綱

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市スポーツ振興計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
　市内の各地区ごとにスポーツイベントを開催する事業。運営は市及び各地区実行委員会等が連携して行っている。
　全地区で大会を開催することで、練習や試合を通して日頃スポーツに取り組んでいない方の参加を促進し、スポーツを楽しんでもらうとともに
、住民相互の親睦や地域の結束と融和を深める機会となっている。
　国分地区（ミニバレー、グラウンド・ゴルフ、ソフトボール）、溝辺地区（球技、駅伝、ウォーキング（新型コロナウイルス感染症感染拡大防
止のため中止））、横川地区（ミニバレー、グラウンド・ゴルフ、駅伝）、牧園（ソフトボール(荒天のため中止）、バレー、グラウンド・ゴル
フ、ミニ運動会、ゲートボール、ゴルフ）、霧島地区（バレー、ゲートボール、卓球、グラウント・ゴルフ、レクリエーション）、隼人地区（ウ
ォーキング、室内ペタンク、ソフトボール）、福山地区（ミニバレー、ゲートボール、パークゴルフ、グラウンド・ゴルフ）

【補助金額】国分地区：190,000円　溝辺地区：325,000円　横川地区：180,000円　牧園地区：247,000円　霧島地区：250,000円　隼人地区：299
,913円　福山地区：179,993円

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

各地区スポーツ祭参加者数（7地区22競技） 人ア 3,095 4,000 3,410 4,000 4,000
イ
ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

霧島市居住者及び勤務者 人口 人ア 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）
スポーツ祭を通して住民相互の親睦が図れ
る

スポーツ祭を通じて親睦を図れた市民の数人ア 3,095 10,000 3,410 5,000 5,500
イ
ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　誰もが、それぞれの関心や適正に応じて、生涯にわたりスポーツに親しむことができる環境づくりに取り組み、ライフステージ等に応じたスポ
ーツ活動を推進します。
　また、地域住民により自主的・主体的に運営される総合型地域スポーツクラブの育成等、市民が主体的に参画できるスポーツ環境を整備すると
ともに、多様化するニーズや環境の変化に対応した、新たな視点によるスポーツ指導者やコーディネーター役を担うスポーツ推進委員の養成に努
めます。さらに、第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」、第20回全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」の開催に向け、
市民と一体となり、気運の醸成に努め、霧島ならではの魅力溢れる大会を目指します。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　各地域を主体として行われるスポーツ祭は、地域住民にとって身近な

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0地域行事の一つであり、スポーツ祭を通じて、スポーツへの関心や、地
域住民や家族の親睦を図ることができる。今後も自主的な運営が図られ 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0るよう、各地区スポーツ祭実行委員会への助言・指導を引き続き行う。
また、日程や種目については、興味や関心に対応したものを取り入れる 地 方 債 千円 0 0 0 0 0ことにより参加者増を図る。

そ の 他 千円 0 0 0 0 0
一 般 財 源 千円 1,687 1,800 1,620 1,800 1,800

事業費 千円 1,687 1,800 1,620 1,800 1,800

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

　各地区では、市民が身近で気軽に参加できるスポーツ事業として、地 　各地区では運動会・各種スポーツ祭などの自治組織中心の自主的なス
域の実行委員会等が主催する地域スポーツ事業がある。その企画・運営 ポーツ交流事業が展開され、身近な場所で様々な年代が、スポーツを楽
は、スポーツ推進委員、自治組織の役員等が担っている。大会助成とし しむ場を提供できた。荒天等で中止した事業が多かった平成30年度と比
て補助金を実行委員会に支出して活動を支援した。 べ、計画どおりに実施でき、参加者も増加した。
　【参加者数】
　国分地区：551名　溝辺地区：771名　横川地区：303名　牧園地区：5 【中止とした事業】
38名　霧島地区：409名　隼人地区：371名　福山地区：467名 　溝辺地区：ウォーキング大会　牧園地区：ソフトボール
　合計：3,410名
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02447 各地区スポーツ祭開催支援事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ □結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ ■間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

□ ■削減できない 削減できない

■ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
地区自治公民館やスポーツ推進委員等の市民の主体的な取組みであり

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
、市が補助金交付や事務的補助を行うことは、参加者や観戦者のスポ
ーツを、みる・する・支えるの観点から、スポーツをする機会の創出

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討 と、相互の親睦を図られ、市民のスポーツ活動が充実することから妥
Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討 当である。

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
　より多くの市民が参加しスポーツを楽しめるよう、日程や種目についてニーズ把握に努めるとともに、競技
団体や地区を越えた取組みについても、市民の意見等を尊重し検討する。なお、競技団体でも市民を対象にし
た取り組みを実施しており、また競技によっては地区毎に実施しているものもあるので、今後、各競技団体や
地区を越えた取組みを市が調整し、地区を越えた市民の繋がりや事業費の削減に繋げる。（２）令和 2年度の改革改善の内容

　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

自主的な運営が図れるよう、引き続き各実行委員会への助言・指導を行い、年齢や性別、障がいの有無に関わ
らず誰もが楽しめるプログラムになるよう、実行委員会と協力し運営していきたい。また、日頃スポーツを行
わない市民にも参加してもらえるような周知方法やプログラム等を検討する。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02447 各地区スポーツ祭開催支援事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                  0                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料                  0                  0                  0
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金              1,620              1,800              1,800
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

             1,620              1,800              1,800計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源              1,620              1,800              1,800
計              1,620              1,800              1,800

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額       1,800
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0           0
予算合計            0       1,800

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02448 縄文の森駅伝大会開催事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興Ｇ

予
算
科
目

基本事業名 001 生涯スポーツの推進 内線番号 3961
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 平成 3年度期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 02 社会体育振興費  根拠法令・条例等 霧島市補助金等の種類及び補助率に関する要綱

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市スポーツ振興計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
・場　所　上野原縄文の森　　縄文の森の周知に関しては、県が中心に大会参加者への体験学習等を行い、展示館への無料見学を実施している。
・種　目　ジョギングの部　4.8ｋｍ　（高校生以上）、　2.4ｋｍ　（小・中学生）
　　　　　  駅伝の部　一般男女・混成・中学男女７区　9.6ｋｍ、小学男女８区9.6ｋｍ
・参加料 ジョギングの部　一般（高校生以上）3,000円/人　・中学生以下2,000円/人
　　　　　 駅伝の部　一般（高校生以上）8,000円/チーム　・中学生　7,000円/チーム　・小学生　5,000円/チーム
　主催は、霧島市・上野原縄文の森駅伝大会実行委員会。職員は実行委員会事務局員として、会場の設営、コースの確認、協賛金の依頼・徴収、
大会運営などを主体的に行っている。県内外からの参加があり駅伝競技としては県内でも位置づけられた大会に成長しており、市の魅力度アップ
につながっている。最近では自動計測システムを導入し参加者へのスピーディな記録集計を行っている。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

駅伝コース（部門）の数 コース・部門ア 7 7 7 7 7
イ
ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

縄文の森駅伝大会参加者 縄文の森駅伝大会参加者数 人ア 1,821 1,850 0 1,900 1,900
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）
ジョギングや駅伝を楽しんでもらう ジョギング・駅伝を楽しめた人の割合％ア 100 100 0 100 100
上野原縄文の森を知ってもらう来場者数（イベント参加者数） 人イ 5,500 5,500 0 5,500 5,500

ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　誰もが、それぞれの関心や適正に応じて、生涯にわたりスポーツに親しむことができる環境づくりに取り組み、ライフステージ等に応じたスポ
ーツ活動を推進します。
　また、地域住民により自主的・主体的に運営される総合型地域スポーツクラブの育成等、市民が主体的に参画できるスポーツ環境を整備すると
ともに、多様化するニーズや環境の変化に対応した、新たな視点によるスポーツ指導者やコーディネーター役を担うスポーツ推進委員の養成に努
めます。さらに、第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」、第20回全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」の開催に向け、
市民と一体となり、気運の醸成に努め、霧島ならではの魅力溢れる大会を目指します。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　鹿児島マラソンの開催に伴い、ここ数年参加者が減少傾向にあるため

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0、大会運営が、資金面において非常に厳しい状況になってきている。今
年度のように新たな参加者の確保や協賛企業の開拓を引き続き行いたい 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0。
　また、参加者駐車場として上野原縄文の森及び上野原テクノパーク立 地 方 債 千円 0 0 0 0 0地企業から無償で敷地を借りているが、台数が不足している状況が続い
ており、これらの問題解決の検討を行う必要がある。 そ の 他 千円 0 0 0 0 0また2020年に開催されるかごしま国体・かごしま大会のPRについても行
いたい。 一 般 財 源 千円 2,000 2,000 1,618 2,000 2,000

事業費 千円 2,000 2,000 1,618 2,000 2,000

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

　参加申込者がジョギング1,679名（103名、駅伝1,576名）であった。 　駅伝大会中止により事業成果を上げることができなかったが、参加者
特別協賛企業10社、広告協賛企業62社、上野原テクノパーク立地企業駐 、協賛企業、関係者の方々に速やかにお詫びと返金処理等を行い、引き
車場の無償貸与6社による協力の承諾をいただいており、スタッフは、 続き次回大会への参加、支援等を要請した。
司会者1名、看護師4名、スポーツ推進委員37名、霧島市陸上競技協会15
名、市職員24名、高校生ボランティア30名により運営を行えるよう進め
ていた。また、昨年に引き続き、県と協働して上野原縄文の森展示館へ
の無料見学、霧島青年会議所による舞鶴鍋の振る舞い等の取組も予定し
ていが、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から中止となった。
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02448 縄文の森駅伝大会開催事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ ■結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ □間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
　縄文の森駅伝大会参加者の運動習慣を継続する機会となりスポーツ

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
振興に寄与する。また、市外からの参加者に上野原縄文の森を知って
もらうことで市の観光ＰＲとなっている。さらに、地元企業の協賛、

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討 霧島青年会議所による舞鶴鍋振る舞い、学生ボランティアによる参画
Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討 は、市民の交流やまちづくりの意識向上等に非常に重要と考えている

。

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
　参加者や来場者に本大会を楽しんでいただくことは、大会を通じてより多くの方が運動や健康に関心を持っ
てもらうほか、市内外・県内外、老若男女を問わず参加できるよう大会ホームページ等を活用しながら広報に
努める。
　近年、鹿児島マラソンやこばやし霧島連山絶景マラソン大会等の開催に伴い、参加者がやや減少傾向にある（２）令和 2年度の改革改善の内容
ため、資金面において、大会運営が、非常に厳しい状況になってきている。新たな参加者の確保や協賛企業の　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）
支援をいただけるよう努める。
　令和２年度は、第３０回記念大会であることから、呼び水となるような取組みを行い、さらなる参加者の増
加を図る。

　近年、鹿児島マラソンやこばやし霧島連山絶景マラソン大会等の開催に伴い、参加者がやや減少傾向にある
ため、資金面において、大会運営が、非常に厳しい状況になってきている。新たな参加者の確保や協賛企業の
支援をいただけるよう他自治体スポーツイベントと連携等の可能性について検討をする。
　また、中長期的には、霧島市スポーツ協会、総合型地域スポーツクラブ等の参画を促し、民間のアイデアを（３）令和 3年度の方向性
取り入れつつ、より良いスポーツイベントとなることについても検討したい。　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02448 縄文の森駅伝大会開催事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                  0                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料                  0                  0                  0
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金              1,618              2,000              2,000
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

             1,618              2,000              2,000計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源              1,618              2,000              2,000
計              1,618              2,000              2,000

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額       2,000
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0           0
予算合計            0       2,000

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02449 スポーツ推進審議会運営事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興G

予
算
科
目

基本事業名 001 生涯スポーツの推進 内線番号 3962
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 平成23年度期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 02 社会体育振興費  根拠法令・条例等 スポーツ基本法・霧島市スポーツ推進審議会条例

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市スポーツ振興計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
　市のスポーツの推進に関する事項について調査審議するため、スポーツ基本法第31条の規定に基づき、霧島市スポーツ推進審議会を設置してい
る。審議会は霧島市教育委員会の諮問に応じて、スポーツの推進に関する次に掲げる事項について調査審議する。
(1)　生涯スポーツの推進に関すること。
(2)　スポーツ行事の実施及び奨励に関すること。
(3)　スポーツ団体及び指導者の育成に関すること。
(4)　前各号に掲げるもののほか、スポーツの推進に関すること。
　組織は、スポーツ関係団体、及び校種別代表、計10人の委員で組織している。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

開催されたスポーツ審議会の回数 回ア 2 3 0 3 3
イ
ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

スポーツ審議会委員 スポーツ審議会委員 人ア 10 10 10 10 10
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）
スポーツの推進に関する事項を審議する スポーツ審議会に諮問した件数 件ア 1 2 0 2 2

イ
ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　誰もが、それぞれの関心や適正に応じて、生涯にわたりスポーツに親しむことができる環境づくりに取り組み、ライフステージ等に応じたスポ
ーツ活動を推進します。
　また、地域住民により自主的・主体的に運営される総合型地域スポーツクラブの育成等、市民が主体的に参画できるスポーツ環境を整備すると
ともに、多様化するニーズや環境の変化に対応した、新たな視点によるスポーツ指導者やコーディネーター役を担うスポーツ推進委員の養成に努
めます。さらに、第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」、第20回全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」の開催に向け、
市民と一体となり、気運の醸成に努め、霧島ならではの魅力溢れる大会を目指します。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

・霧島市スポーツ振興計画を策定する年度となっていることから、同計

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0画案を作成し、審議会に諮問を行う。
・現在の委員の任期が令和2年3月31日であることから、本年度中に次期 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0委員を決める。

地 方 債 千円 0 0 0 0 0
そ の 他 千円 0 0 0 0 0
一 般 財 源 千円 69 121 0 121 121

事業費 千円 69 121 0 121 121

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

スポーツ審議会の開催を計画したが、新型コロナウイルス感染症対策に 新型コロナウイルス感染症対策により会議を開催することが出来なかっ
より会議の開催を中止し、委員に次年度のスポーツ振興事業の方針や内 たが、次年度のスポーツ振興計画を策定するスケジュール等を報告する
容の説明を、資料の送付にて行った。 に留まった。
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02449 スポーツ推進審議会運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ ■結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ □間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
スポーツ推進審議会は、スポーツ基本法及びスポーツ推進審議会条例

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
によって設置されているものであり、縮小・廃止はできない。また事
業費についても出席した委員の報酬及び費用弁償のみであり削減の余

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討 地はない。
Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
令和2年度はスポーツ振興計画の最終年度であるため、第二次スポーツ振興計画（仮称）の計画内容を審議会
に諮問する。また審議会で提言された内容を速やかに協議・検討し、スポーツ振興事業に反映できるよう努め
る。

（２）令和 2年度の改革改善の内容
　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

審議会への諮問内容等を整理し、他市の審議会運営についても参考にして活発な審議・進言ができるよう、運
営を改善していきたい。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02449 スポーツ推進審議会運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                109                109
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                 12                 12
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                  0                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料                  0                  0                  0
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                  0                  0                  0
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

                 0                121                121計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源                  0                121                121
計                  0                121                121

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額         121
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0           0
予算合計            0         121

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0

IP27P042



令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02450 学校体育施設開放事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興Ｇ

予
算
科
目

基本事業名 001 生涯スポーツの推進 内線番号 3962
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 昭和40年度期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 02 社会体育振興費  根拠法令・条例等 スポーツ基本法・霧島市立学校施設使用条例

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市スポーツ振興計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
　市民のスポーツ・レクリエーション活動及び体力づくりの場として学校体育施設を学校教育に支障がない範囲で開放する。開放する対象施設は
、霧島市内の全ての小・中学校体育施設とし、霧島市内に居住する市民の団体であれば、登録することにより定期的に借りることができる。
小学校（屋内３４箇所・屋外３５箇所）、中学校（屋内１３箇所・屋外１２箇所）
申込み方法：国分地区屋外施設においては各地区自治公民館を通じ申し込む。他の地区においては学校へ直接申し込む。
開放時間は学校行事の関係上、学校へ確認。
受益者負担：国分地区屋外施設においては地区自治公民館、他の地区においては学校へ直接確認。
【使用料】一般：体育館210円、武道館210円、グラウンド830円　　児童生徒：体育館110円、武道館110円、グラウンド420円
利用日誌の管理は管理指導員（教頭等）が行い、スポーツ・文化振興課へ報告。集計表をもとに市が納付書を発行し入金確認を行う。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

開放した学校の体育施設の数（小学校（体育館・グラウンド）・中学校（体育館・グラ
ウンド・武道館）） 施設ア 70 94 73 94 94

イ
ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市民 人口 人ア 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）

スポーツ活動ができる 使用者数（学校体育施設開放事業を利用して
スポーツを行った人） 延人ア 177,001 180,000 170,547 180,000 180,000

スポーツ活動ができる 使用団体数（学校体育施設開放事業を利用し
てスポーツを行った団体数） 団体イ 237 260 254 260 260

ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　誰もが、それぞれの関心や適正に応じて、生涯にわたりスポーツに親しむことができる環境づくりに取り組み、ライフステージ等に応じたスポ
ーツ活動を推進します。
　また、地域住民により自主的・主体的に運営される総合型地域スポーツクラブの育成等、市民が主体的に参画できるスポーツ環境を整備すると
ともに、多様化するニーズや環境の変化に対応した、新たな視点によるスポーツ指導者やコーディネーター役を担うスポーツ推進委員の養成に努
めます。さらに、第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」、第20回全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」の開催に向け、
市民と一体となり、気運の醸成に努め、霧島ならではの魅力溢れる大会を目指します。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

小中学校との報告書のやり取り等、事務が煩雑になっており、入力誤り

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0等によるミスも発生するリスクが大きい。入力様式の見直し等、業務内
容に効率化できる部分がないか検討していく。 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0

地 方 債 千円 0 0 0 0 0
そ の 他 千円 2,168 2,300 0 2,318 0
一 般 財 源 千円 0 153 2,181 177 2,495

事業費 千円 2,168 2,453 2,181 2,495 2,495

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

・利用団体延数：254団体 　市民スポーツの推進、コミュニティ活動の促進が図られた。また、学
・利用延人数170,547人 校体育施設を開放し、活用することにより地域住民の親睦とコミュニテ
・平成22年度の条例改正により体育館の使用料について統一した基準に ィスポーツの普及と健康増進、生涯スポーツの振興に成果を上げること
則って実施し、利用団体の登録教務、使用料納付書の請求業務、集計業 ができた。また本事業で事故等の発生もなく、安全に体育施設を開放す
務、管理指導員への報酬支払い業務を行った。 ることができた。
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02450 学校体育施設開放事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ □結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ ■間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
本事業を縮小等した場合、多くの市民のスポーツ活動の場がなくなり

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
、学校・家庭・地域社会がそれぞれの機能を十分に発揮できなくなる
ため、継続して取り組むことが妥当である。

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討

Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
・事務の煩雑さによる入力誤り等の発生リスクが高いため、事務の効率化ができないか検討する。
・現在、利用の翌月以降に使用料の請求事務を行っているが、入金が延滞している団体も散見される。未納が
発生しないように、請求事務のあり方も見直せる部分がないか検討する。

（２）令和 2年度の改革改善の内容
　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

管理指導員（教頭等）と連携し、効率的・簡素な事務運営を目指す。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02450 学校体育施設開放事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費              1,786              2,000              2,000
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                395                495                495

消 耗 品 費                142                190                190
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                253                305                305
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料                  0                  0                  0
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                  0                  0                  0
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

             2,181              2,495              2,495計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0              2,318                  0

一 般 財 源              2,181                177              2,495
計              2,181              2,495              2,495

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額       2,453
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0         -22
予算合計            0       2,431

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02451 スポーツ少年団育成事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興グループ

予
算
科
目

基本事業名 001 生涯スポーツの推進 内線番号 3962
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 昭和40年度期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 02 社会体育振興費  根拠法令・条例等 霧島市補助金等の種類及び補助率に関する要綱

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 スポーツ振興計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
・目的・・・スポーツを通して青少年の健全な心身を鍛錬するために結成された単位スポーツ少年団の育成指導及び連絡調整を図る。
・内容・・・団、団員、指導者の登録業務、育成費の支給、少年団各種大会の助成、県及び地区交歓大会・募金活動等への団派遣、市内競技別大
会の実施
・各単位スポーツ少年団登録事務・・・登録料は団員１人700円(日本ｽﾎﾟ少300円・県ｽﾎﾟ少300円・市ｽﾎﾟ少100円)、単位団１団(市ｽﾎﾟ少1,000円)
であり、令和元年度の団登録受付期間は4月20日～5月31日まで、追加登録受付期間は6月1日～8月9日までである。
・各単位スポーツ少年団育成費支給事務・・・団員1人300円、1団12,000円の積算で支給
・霧島市スポーツ少年団主催事業の実施・・・霧島市スポーツ少年団フェスティバル（競技別大会）の実施等
・スポーツ少年団活動領域にかかる各事業への協力・・・県競技別交歓大会・地区交歓大会・歳末たすけあい募金活動・体力テスト等への参加

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

指導育成研修会・交歓大会・フェスティバル数 回ア 12 12 5 12 12
競技種目数 種目イ 12 12 9 12 12

ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

霧島市スポーツ少年団員 登録団員数 人ア 1,105 1,100 1,068 1,100 1,000
霧島市スポーツ少年団単位団 単位団数 団イ 65 60 61 60 60

ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）

基礎体力が向上する 基礎体力が向上した団員数(体力テスト１級/
テスト参加者） ％ア 11.10 15 6.90 15 15

奉仕活動等へ参加できる 奉仕活動をした団員数 人イ 295 345 276 345 345
ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　誰もが、それぞれの関心や適正に応じて、生涯にわたりスポーツに親しむことができる環境づくりに取り組み、ライフステージ等に応じたスポ
ーツ活動を推進します。
　また、地域住民により自主的・主体的に運営される総合型地域スポーツクラブの育成等、市民が主体的に参画できるスポーツ環境を整備すると
ともに、多様化するニーズや環境の変化に対応した、新たな視点によるスポーツ指導者やコーディネーター役を担うスポーツ推進委員の養成に努
めます。さらに、第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」、第20回全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」の開催に向け、
市民と一体となり、気運の醸成に努め、霧島ならではの魅力溢れる大会を目指します。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　スポーツ少年団活動については、青少年育成の場であり、勝利至上主

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0義や行き過ぎた指導がないよう、指導者研修会の開催や県が行う講習会
へ積極的に参加を促していく必要がある。また活動回数や1日の活動時 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0間を守るよう指導する。
　また、毎年4月29日に実施している「スポーツ少年団結団式」につい 地 方 債 千円 0 0 0 0 0て、開催の要否を含めた検討を行う。

そ の 他 千円 0 0 0 0 0
一 般 財 源 千円 1,500 1,500 1,500 1,305 1,305

事業費 千円 1,500 1,500 1,500 1,305 1,305

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

　スポーツを通した青少年の健全育成を目的に、総会、競技別交歓大会 　スポーツ少年団活動はスポーツを通して青少年の「人間づくり」と「
、指導者研修会、フェスティバルを実施した。 体力づくり」に大きく寄与しており、指導者の役割が大変重要であるが
　令和元年度は登録団数が61団、団員数1,068（男子685名、女子383名 、スポーツ少年団のあるべき姿を正しく理解していただいていない団も
）指導者272名。 あり、更なる研修が必要である。
　また、その中には、中学男子54名、女子26名、高校男子2名、女子2名
が含まれている。
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02451 スポーツ少年団育成事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ □結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ ■間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
本事業は、スポーツを通じた児童生徒の健全育成を図るものであり、

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
事業規模の縮小は、家庭や各学校に重大な影響を与えることとなるた
め、継続が妥当である。

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討

Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
・スポーツ少年団活動については、青少年育成の場であり、勝利至上主義や行き過ぎた指導がないよう、指導
者研修会の開催や県が行う講習会へ積極的に参加を促していく必要がある。また活動回数や1日の活動時間を
守るよう指導する。
・毎年4月29日に実施している「スポーツ少年団結団式」について、近年の参加率の低下を鑑み、令和2年度は（２）令和 2年度の改革改善の内容
実施を見合わせた。参加率の向上が見込める開催内容の検討を行い、今後開催の要否の検討を行う。　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）
・令和2年度から、指導者に関する制度改定等がなされたため、各団への周知を徹底する。
・近年、団員数が減少傾向にあるため、チラシを作成し各小中学校に配布する等、団員数の増加に努める。

・「スポーツ少年団結団式」の開催有無を含めたあり方の検討を行う。
・令和2年度から、指導者に関する制度改定等がなされたため、各団への周知を徹底する。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02451 スポーツ少年団育成事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                  0                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料                  0                  0                  0
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金              1,500              1,305              1,305
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

             1,500              1,305              1,305計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源              1,500              1,305              1,305
計              1,500              1,305              1,305

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額       1,500
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0           0
予算合計            0       1,500

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02452 スポーツ推進委員活動事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興Ｇ

予
算
科
目

基本事業名 001 生涯スポーツの推進 内線番号 3962
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 昭和36年度期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 02 社会体育振興費  根拠法令・条例等 スポーツ基本法・霧島市スポーツ推進委員に関する規則・霧島市非常

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市スポーツ振興計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
市内各地区から推薦を受けた者を市がスポーツ推進委員として任命し、スポーツ行事等への協力及び住民スポーツの振興のため指導・助言を行う
。
・各地区のスポーツ推進委員（国分２６人、溝辺１２人、横川７人、牧園１０人、霧島７人、隼人２０人、福山８人）計９０人
・スポーツ推進委員の指導・協力を得て開催・主催した大会等
　ニュースポーツ指導（全地区）、県地区対抗女子駅伝競走大会（全地区）、県下一周駅伝大会（溝辺、霧島を除く全地区）等
　職員は各地区の担当者が事務局として関与。市民のスポーツに関する連絡調整、スポーツイベントの企画運営役を下支えしている。スポーツ推
進委員の活動後、報酬・費用弁償の支払い事務を行なう。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

スポーツ推進委員開催行事 回ア 10 10 9 10 10
会議の回数 回イ 44 50 40 50 45
指導回数 回ウ 34 35 32 35 35

（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

スポーツ推進委員 スポーツ推進委員の数（各地区より）人ア 90 90 90 91 91
市民 人口 人イ 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908

ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）
スポーツ推進委員の指導力が向上する出前講座（ﾆｭｰｽﾎﾟｰﾂ講座）派遣回数回ア 34 35 32 35 35
市民のスポーツへの関心が高まるスポーツを行う環境が整っていると考える市

民の割合 ％イ 39.90 45 39.90 56 56
ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　誰もが、それぞれの関心や適正に応じて、生涯にわたりスポーツに親しむことができる環境づくりに取り組み、ライフステージ等に応じたスポ
ーツ活動を推進します。
　また、地域住民により自主的・主体的に運営される総合型地域スポーツクラブの育成等、市民が主体的に参画できるスポーツ環境を整備すると
ともに、多様化するニーズや環境の変化に対応した、新たな視点によるスポーツ指導者やコーディネーター役を担うスポーツ推進委員の養成に努
めます。さらに、第75回国民体育大会「燃ゆる感動かごしま国体」、第20回全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」の開催に向け、
市民と一体となり、気運の醸成に努め、霧島ならではの魅力溢れる大会を目指します。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　各地区での活動はもとより、霧島市スポーツ推進委員協議会内に設置

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0した各専門部会の活動を充実させることで、協議会全体の意識、知識、
技術の向上を図る。また、スポーツ推進委員の地区、県、九州、全国研 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0修への積極的な参加を促すほか、市単独の研修会を開催し、必要なスキ
ルを身につける。 地 方 債 千円 0 0 0 0 0一方で、活動が活性化されたことに伴う予算措置ができておらず、スポ
ーツ推進委員の中から不満が聞かれる状況にあるため、必要な予算につ そ の 他 千円 0 0 0 0 0いては確実に措置できるよう努める。

一 般 財 源 千円 7,614 8,809 6,399 8,387 8,387
事業費 千円 7,614 8,809 6,399 8,387 8,387

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

・協議会組織内の部会（総務・研修・女性部会）を中心に自主的かつ積 ・地区単位で実施するスポーツイベントにおいて、企画・運営・指導・
極的な活動が行われた。 連絡調整の業務に従事し、市民へのスポーツ普及推進を図った。またか
・研修部会により、「新しいニュースポーツについて」「正しいラジオ ごしま国体関連事業にも積極的に参加することで、国体の気運醸成にも
体操」をテーマに実技研修を行った。 関わることができた。
・県地区対抗女性駅伝、県下一周駅伝において、大会運営・補助業務に ・研修部会を中心に独自で研修会を開催したことで、これまでの地区、
あたった。 県、九州地区での研修会だけでなく、より実状に近い内容で取り組むこ
・32回の出前講座を行った。 とができた。

・小学校、家庭教育学級、地区子ども会等へニュースポーツの実技指導
を行ったことにより、親子のふれあい、地域のコミュニケーションづく
り、スポーツへの興味・関心の高揚等が図られた。
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02452 スポーツ推進委員活動事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ ■結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ □間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
自治体は、スポーツ基本法により非常勤公務員であるスポーツ推進委

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
員を置くことが定められており、スポーツ推進委員活動の費用につい
ても主に報酬と費用弁償となっており、これ以上の削減は見込まない

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討 。市民のスポーツへの関心を高め、スポーツを行う環境つくりをより
Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討 よいものにるためにも、今後も自己研鑽に努め、スポーツ推進委員の

資質向上に繋がる活動が必要となる。

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
霧島市スポーツ推進委員協議会内に設置している各部会を中心に、スポーツ推進委員の資質向上を図り、市民
のニーズに応え、スポーツを行う環境つくりやスポーツを通した地域つくりに寄与できるよう、独自の研修会
開催や地域のスポーツ振興事業等を主体的に参画・実施する。

（２）令和 2年度の改革改善の内容
　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

スポーツ推進委員の資質向上に努めるとともに、総合型地域スポーツクラブとの連携を深めることで、より一
層生涯スポーツの振興を図る。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02452 スポーツ推進委員活動事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬              4,818              6,858              6,858
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  5                  0                  0
０９ 旅 費                822                792                792
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                117                126                126

消 耗 品 費                117                126                126
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                148                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                148                  0                  0

１３ 委 託 料                  0                  0                  0
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                489                611                611
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

             6,399              8,387              8,387計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源              6,399              8,387              8,387
計              6,399              8,387              8,387

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額       8,809
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0           5
予算合計            0       8,814

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02453 県下一周市郡対抗駅伝大会支援事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興グループ

予
算
科
目

基本事業名 002 競技スポーツの推進 内線番号 3962
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 昭和29年度期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 02 社会体育振興費  根拠法令・条例等 スポーツ基本法

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市スポーツ振興計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
　昭和２９年奄美の日本復帰などを記念してスタートした大会で、平成３０年度６６回大会では、前回大会と一部区間（霧島市内）のコース変更
があり、１日目１１区間１２８．９ｋｍ、２日目１０区間１１２．７ｋｍ、３日目１１区間１２２．６ｋｍ、４日目１０区間１０６．４ｋｍ、５
日目１１区間１１３．４ｋｍ合計５日間５３区間５８４．０ｋｍをタスキをリレーする。霧島市は、第３日目中継所２箇所（横川・牧園）、ゴー
ル１箇所（隼人）、第４日目スタート１箇所（国分）、中継１箇所（福山）、第５日目中継２ヶ所（福山・国分）があり、中継所接待及び走路の
交通誘導等を行い、選手が安全に競技できるよう大会を支援する。
・南日本新聞社主催の、県内男子では最大規模の駅伝大会である。
・本事業を開催するに当たり、中継所、ゴール、スタートの会場設営。歓迎催事の太鼓、吹奏楽の手配。駐車場の確保、雑踏整理を行っている。
また、交差点の歩行者誘導、雑踏警備、選手の安全走行の管理に従事している。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

自主交通整理員・誘導員数（スポーツ推進員、交通安全協会、市職員）人ア 182 182 185 185 185
中継所・スタート・ゴール箇所（横川、牧園、隼人、国分、福山） 箇所イ 7 7 7 7 7

ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

県下一周市郡対抗駅伝出場者 駅伝大会出場者数（霧島市内走者）人ア 96 96 96 96 96
観戦者 人口 人イ 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908

ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）

安全で快適に走れる 怪我や事故をした選手数 人ア 0 0 0 0 0
安全に応援できる 安全に応援できた個所数 箇所イ 84 84 84 84 84

ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　年間を通して温暖な気候で全国有数の観光地でもある本市の特性を生かし、国内外を問わず、各種スポーツ団体のキャンプ等や各種大会を招致
することにより、市の活性化や観光客の誘致によるスポーツ交流人口の拡大に努めます。
　また、トップアスリート選手によるスポーツ教室の開催など、各競技の底辺拡大や競技スポーツの向上に繋がる施策を展開します。
　さらに、「かごしま国体・かごしま大会」の開催を通して、市民の競技力向上や生涯にわたりスポーツ活動を継続できる環境づくりを目指しま
す。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　本大会は、平成30年度で66回を数える歴史ある大会であり、市民のみ

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0ならず県民にも広く認知されている。事業の実施にあたっては、公道を
使用するため、事故を起こさないコース環境づくりと、必要な人員の配 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0置、警察や主催者など関係各所を連携を図り、責任をもって市が関与し
なければならず、今後も最善の注意をもって取り組む必要がある。また 地 方 債 千円 0 0 0 0 0スタート・ゴール・中継所地点は特に観戦者も多いため、近隣住民の理
解と協力が得られるよう努める。 そ の 他 千円 0 0 0 0 0

一 般 財 源 千円 56 60 55 60 60
事業費 千円 56 60 55 60 60

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

　選手が安全で快適に競技できる環境作りのために、第３日目中継所２ 令和元年度においては、事前に広報誌、無線放送等で駅伝大会の実施に
箇所ゴール１箇所、第４日目スタート１箇所、中継１箇所、第５日目中 ついて市民に周知し、また、ゴール周辺の地域住民に配慮し、安全かつ
継２ヶ所を、スポーツ推進委員のべ63名、職員等のべ122名で、中継所 トラブル防止のため警備員として職員を配置した結果、選手、運営従事
設置、ゴール設置、スタート設置等の環境を整備を行った。 者、観客等に事故等は生じず大きな混乱は見られなかった。

・県下一周市郡対抗駅伝競走大会　姶良地区　総合優勝（３連覇）
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02453 県下一周市郡対抗駅伝大会支援事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ ■結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ □間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

□ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

■ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
全県をあげての大会であり、本市の判断で廃止・縮小等することは大

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
会運営に重大な影響を及ぼすため、継続して取り組むことが適当であ
る。

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討

Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
　本大会は、令和元年度で67回を数える歴史ある大会であり、市民のみならず県民にも広く認知されている。
事業の実施にあたっては、公道を使用するため、事故を起こさないコース環境づくりと、必要な人員の配置、
警察や主催者など関係各所を連携を図り、責任をもって市が関与しなければならず、今後も最善の注意をもっ
て取り組む必要がある。またスタート・ゴール・中継所地点は特に観戦者も多いため、近隣住民の理解と協力（２）令和 2年度の改革改善の内容
が得られるよう努める。　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

　本市が担当する中継所・スタート・ゴールの場所について、道路事情や声援を送る市民の状況を精査しなが
ら主催者と連携・調整して最善のコースとなるよう努める。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02453 県下一周市郡対抗駅伝大会支援事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                 55                 60                 60

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                 55                 60                 60
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料                  0                  0                  0
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                  0                  0                  0
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

                55                 60                 60計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源                 55                 60                 60
計                 55                 60                 60

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額          60
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0           0
予算合計            0          60

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02454 県地区対抗女子駅伝競走大会支援事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興G

予
算
科
目

基本事業名 002 競技スポーツの推進 内線番号 3962
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 昭和63年度期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 02 社会体育振興費  根拠法令・条例等 特になし

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 特になし

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
　本イベントはMBCが主催する。鹿児島県内の１２地域より女子駅伝選手を選抜し、毎年１月の最終日曜日に開催される県内ではトップクラスの
女子駅伝大会。６区間２１．０９５ｋｍの区間で競争し、各選手のレベルアップを図ることを目的とする大会に対し補助金を交付し、大会を後援
する事業。
・参加チーム（鹿児島地区・揖宿地区・川辺地区・日置地区・川薩地区・出水地区・伊佐地区・姶良地区・曽於地区・肝属地区・熊毛地区・大島
地区）計１２チーム
・コース　霧島市隼人運動場をスタート→鹿児島神宮前交差点→鹿児島神宮入口交差点→木之房交差点→ホテル京セラ前交差点→河川敷→野口橋
交差点→下井→野口橋交差点→ホテル京セラ前交差点→鹿児島神宮入口→鹿児島神宮前交差点→霧島市隼人運動場
・本事業を開催するに当たり、開閉会式の会場設営。グラウンドの整備、整地。防霜対策としての塩化カリウムの散布、及び200ｍトラックを整
備している。また、走者沿道ののぼり旗の設置と撤収。交差点の歩行者誘導、雑踏警備、選手の安全走行の管理に従事している。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

交通指導員設置人数（スポーツ推進員、交通安全協会、市職員）人ア 64 64 71 64 71
中継箇所 箇所イ 6 6 6 6 6
コース美化距離（自治会等によるボランティア） ｋｍウ 5 5 5 5 5

（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

地区対抗女子駅伝大会出場者 駅伝大会出場者数 人ア 192 192 192 192 192
観戦者 人口 人イ 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908

ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）

安全で快適に走れる 怪我や事故をした選手数 人ア 0 0 0 0 0
安全に応援できる 安全に応援できた箇所数 箇所イ 70 70 70 70 70

ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　年間を通して温暖な気候で全国有数の観光地でもある本市の特性を生かし、国内外を問わず、各種スポーツ団体のキャンプ等や各種大会を招致
することにより、市の活性化や観光客の誘致によるスポーツ交流人口の拡大に努めます。
　また、トップアスリート選手によるスポーツ教室の開催など、各競技の底辺拡大や競技スポーツの向上に繋がる施策を展開します。
　さらに、「かごしま国体・かごしま大会」の開催を通して、市民の競技力向上や生涯にわたりスポーツ活動を継続できる環境づくりを目指しま
す。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　広域的に公道を利用する大会であり、より安全面に配慮した大会運営

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0が必要であるため、道路事情の変化に伴う立哨場所の再点検や、交通整
理員の適正人員について、関係機関と常に協議を行う必要がある。 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0　また、県内最高レベルの女子駅伝競走大会であり、市民が身近にトッ
プレベルの選手を見る良い機会であるため、コース沿いの見学場所の安 地 方 債 千円 0 0 0 0 0全確認等も併せて行う必要がある。

そ の 他 千円 0 0 0 0 0
一 般 財 源 千円 2,771 2,773 2,788 2,773 2,773

事業費 千円 2,771 2,773 2,788 2,773 2,773

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

　職員延べ57名（事前準備39名+大会当日18名）、スポーツ推進委員51 　鹿児島県内最高レベルの女子駅伝大会であり、選手が安全で快適に走
名、交通安全協会21名を動員し、選手が安全で快適に走れるコースづく れることや市民が安心して応援できる環境を整備することにより、女子
りとともに、市民が安心して応援できる環境を整備した。 長距離界の選手の育成・強化と市民の「観るスポーツ」のレベルアップ

が図られた。毎年霧島市で開催されることにより、経済効果はもちろん
【令和元年度姶良チーム成績】 、本市の魅力度向上が図られ、県内に発信することができた。
　優勝
　京セラ女子陸上競技部を中心にチームが構成され、全国大会で優秀な
成績を収めた高校生の活躍もあり、3年連続の優勝を飾った。
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02454 県地区対抗女子駅伝競走大会支援事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ ■結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ □間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

□ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

■ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
この県内トップレベルの大会が安全に開催され、市民が安心した応援

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
できることは、市民スポーツ活動を充実させることに繋がる。そのた
めコースの整備や中継所の設置・運営、応援者の安全確保のための警

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討 備や交通誘導は、市が取り組むべき事項である。現在、必要な交通警
Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討 備員やボランティア員を必要数確保し、効率的かつ効果的に配置して

おり、これ以上の人員削減や業務時間の削減は、安全な大会運営に支
障をきたす。

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
この大会は、全国で活躍する実業団や高校の選手が参加する大会で、このような選手が走る姿を身近に肌で感
じる機会を作ることができるのは、開催市であるからに他ならない。今後も市民により一層親しまれる大会に
するために大会PRなど積極的に行っていきたい。
また、地区対抗女子駅伝大会は公道を利用するため、道路事情の変化に伴う立哨箇所の再点検や交通整理員の（２）令和 2年度の改革改善の内容
適正人員について、関係機関と常に協議・検討する必要がある。　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

安全面に配慮し、効率的かつ効果的な人員配置や業務スケジュールを引き続き検討し、関係機関との連携をよ
り一層図っていきたい。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02454 県地区対抗女子駅伝競走大会支援事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                 19                 20                 20
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                369                353                353

消 耗 品 費                360                343                343
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  9                 10                 10
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料                  0                  0                  0
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金              2,400              2,400              2,400
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

             2,788              2,773              2,773計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源              2,788              2,773              2,773
計              2,788              2,773              2,773

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額       2,773
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0          17
予算合計            0       2,790

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02455 各種スポーツ大会出場者支援事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興グループ

予
算
科
目

基本事業名 002 競技スポーツの推進 内線番号 3961
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 昭和30年度期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 02 社会体育振興費  根拠法令・条例等 霧島市補助金等の種類及び補助率に関する要綱

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市スポーツ振興計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
　各種体育大会の予選を勝ち抜き九州及び全国大会への出場が決定しているもの、各種体育大会の県選抜の一員として、又は、各種体育団体の代
表者からの推薦を受け九州及び全国大会への出場が決定しているものに補助金を交付する。
〔補助金の交付対象〕
①市内の小・中学校の児童・生徒及び団体（日本スポーツ少年団登録者及び団体、（財）日本中学校体育連盟加盟校の部活動を除く。）
②市内に居住する高等学校の生徒、社会人及びその団体（（財）全国高等学校体育連盟加盟校、（財）日本高等学校野球連盟加盟校は除く。）
〔補助金の額〕　①九州大会：予選大会の結果が準優勝以上の場合　団体30,000円　個人5,000円、　左記以外　団体10,000円　個人3,000円
　　　　　　　　②全国大会：予選大会の結果が準優勝以上の場合　団体50,000円　個人10,000円、　左記以外　団体25,000円　個人6,000円
＊九州・全国大会が県内開催時の場合は、予選大会の結果が準優勝以上の場合のみ交付し、補助金の額は、団体10,000円　個人3,000円

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

補助を行った件数 件ア 110 110 71 135 135
イ
ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市民 人口 人ア 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）
出場経費の個人負担が軽減される全国・九州大会出場者延べ人数 人ア 500 500 330 650 650

イ
ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　年間を通して温暖な気候で全国有数の観光地でもある本市の特性を生かし、国内外を問わず、各種スポーツ団体のキャンプ等や各種大会を招致
することにより、市の活性化や観光客の誘致によるスポーツ交流人口の拡大に努めます。
　また、トップアスリート選手によるスポーツ教室の開催など、各競技の底辺拡大や競技スポーツの向上に繋がる施策を展開します。
　さらに、「かごしま国体・かごしま大会」の開催を通して、市民の競技力向上や生涯にわたりスポーツ活動を継続できる環境づくりを目指しま
す。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　今年度から、団体に対する補助金額をそれぞれ5,000円増加し、九州

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0大会30,000円、全国大会50,000円としたが、出場経費が多額であり、県
等を代表して出場するにもかかわらず、まだまだ個人負担が重いことか 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0ら、引き続き、他自治体の支援状況の調査を行い、補助額の検討を行う
。 地 方 債 千円 0 0 0 0 0

そ の 他 千円 0 0 0 3,200 0
一 般 財 源 千円 1,396 1,100 1,091 89 3,289

事業費 千円 1,396 1,100 1,091 3,289 3,289

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

制度改正 　全国大会、九州大会に出場した個人・団体に補助金を交付。市からの
①　九州大会：予選大会の結果が準優勝以上の場合　団体 25,000円 補助金を交付することで参加者の励みになり、霧島市のスポーツ振興が
→　30,000円（5,000円増額） 図られた。
②　全国大会：予選大会の結果が準優勝以上の場合　団体 45,000円 　しかしながら、平成31年度の交付実績は、新型コロナウイルス感染拡
→　50,000円（5,000円増額） 大防止の観点から多数の大会が中止となり、昨年度と比較して、件数で

約64.5％、交付額で約78.2％といずれも減少した。
【平成31年度実績】
① 大会別の交付件数
　　九州大会：24件、準全国大会：3件、全国大会：44件　　計71件
② 個人・団体別の交付件数及び交付額
　　個人：47件　　351,000円
　　団体：24件　　740,000円
　　　計　　　　1,091,000円
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02455 各種スポーツ大会出場者支援事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ ■結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ □間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

□ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

■ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
　出場経費の個人負担が軽減される全国、九州大会出場者が増えるこ

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
とは、スポーツ活動が活性化することで意図に結びついている。市民
が鹿児島県を代表して参加することは、青少年をはじめ多くの市民に

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討 夢や感動を与える。また、活力ある地域づくりを進めていくうえで、
Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討 大きな意義があることから市が行う必要がある。

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
　令和２年度から小・中学生の補助金上限額の増額及び新たにスポーツ少年団対象として加えるなど当該制度
の改正について、広報誌の掲載やスポーツ少年団等の関係団体への周知に努める。

（２）令和 2年度の改革改善の内容
　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

　中・長期的なスポーツ振興、競技力の向上等には、青少年育成が重要であり、また、青少年が家庭の経済的
差により全国大会等出場の障害とならないようより手厚い支援が必要であることから、青少年世代に当該制度
を知っていただけるよう広報誌の掲載やスポーツ少年団等の関係団体への周知に努める。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02455 各種スポーツ大会出場者支援事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                  0                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料                  0                  0                  0
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金              1,091              3,289              3,289
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

             1,091              3,289              3,289計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0              3,200                  0

一 般 財 源              1,091                 89              3,289
計              1,091              3,289              3,289

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額       1,100
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0           0
予算合計            0       1,100

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02456 市体育協会運営支援事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興G

予
算
科
目

基本事業名 002 競技スポーツの推進 内線番号 3961
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 昭和40年度期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 02 社会体育振興費  根拠法令・条例等 霧島市補助金等の種類及び補助率に関する要綱

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市スポーツ振興計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
　平成18年6月23日、旧1市6町の体育協会を一つに統合するための総会が開催され、霧島市体育協会が発足。本事業は、市スポーツ協会（平成30
年度名称変更）への補助事業であり、協会が各種競技団体を統括し、一体となった活動を行うことで、競技力の向上と市民へのスポーツ意識の高
揚を図ることを目的としている。事務書記１名。
・加盟団体数・会員数　34団体約8,134人
・種目：陸上・水泳・サッカー・バレーボール・バスケットボール・ソフトテニス・卓球・軟式野球・相撲・柔道・バドミントン・弓道・ソフト
ボール・剣道・銃剣道・ハンドボール・クレー射撃・全空連空手道・ゲートボール・テニス・ラグビーフットボール・グラウンドゴルフ・カヌー
・ボウリング・ゴルフ・レクリエーション・パークゴルフ・少林寺流空手道・ソフトバレー・太極拳・防具付空手道・パワーリフティング・少林
寺拳法・トランポリン　全34種目
　職員は、監査、総会、地区大会、県大会に事務局員として参加。当協会の事務局員として連携している。

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

各競技団体による大会の開催 回ア 226 230 218 230 230
イ
ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市体育協会加盟団体 加盟団体数 団体ア 33 34 34 36 36
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）

各競技団体の活性化を図る 新しく企画した大会の数 回ア 20 4 2 4 4
各競技団体の活性化を図る 加盟団体の加盟者数 回イ 8,663 9,000 8,134 9,000 9,000

ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　年間を通して温暖な気候で全国有数の観光地でもある本市の特性を生かし、国内外を問わず、各種スポーツ団体のキャンプ等や各種大会を招致
することにより、市の活性化や観光客の誘致によるスポーツ交流人口の拡大に努めます。
　また、トップアスリート選手によるスポーツ教室の開催など、各競技の底辺拡大や競技スポーツの向上に繋がる施策を展開します。
　さらに、「かごしま国体・かごしま大会」の開催を通して、市民の競技力向上や生涯にわたりスポーツ活動を継続できる環境づくりを目指しま
す。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

・競技団体の新規加入促進を図るとともに、行政と協会が連携してより

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0充実したスポーツ振興が図れるよう支援を行う。
・市内で開催される「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」が成功 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0するようスポーツ協会を通じて競技団体等の支援を行う。

地 方 債 千円 0 0 0 0 0
そ の 他 千円 0 0 0 0 0
一 般 財 源 千円 19,256 19,234 18,582 12,907 19,234

事業費 千円 19,256 19,234 18,582 12,907 19,234

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

　市民の体力向上・健康増進及び競技力向上を目指して活動している霧 　霧島市スポーツ協会加盟団体が開催する大会等の数は200を超えてお
島市スポーツ協会へ事業負担金の交付を行った。同協会は、34の競技団 り、各経団体の特色を活かしながら市民のスポーツの普及振興及び競技
体が加盟し、市民の健康・体力向上及びスポーツ振興を目的とした事業 スポーツの振興が図られた。協会のさらなる発展のため、加盟団体数の
を展開し、大会、組織強化、育成大会等を開催し競技力向上を図った。 増加にも努めており令和元年度に１団体（トランポリン）加盟した。
また、かごしま国体・かごしま大会の成功に向け役員が茨城国体視察を
行った。
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02456 市体育協会運営支援事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ ■結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ □間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
　市スポーツ協会が開催する多数のスポーツ大会等は、市民へのスポ

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
ーツの普及振興と競技スポーツの振興に寄与している。また、市と協
働するスポーツ事業も担っており、継続的に支援していくことは必要

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討 である。
Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
・市民のスポーツの普及振興及び競技スポーツの振興を図るため、競技団体、会員数の増加を図り、さらなる
スポーツの発展に努める。
・法人化に向けた検討・協議を行う。
・「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」に向けた協力体制を整えていくことが必要なことから、より一（２）令和 2年度の改革改善の内容
層の支援・協力・相互連携を図る。　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

・市民のスポーツの普及振興及び競技スポーツの振興を図るため、競技団体、会員数の増加を図り、さらなる
スポーツの発展に努める。
・法人化に向けた検討・協議を行う。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02456 市体育協会運営支援事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                  0                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料                  0                  0                  0
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金             18,582             12,907             19,234
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

            18,582             12,907             19,234計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源             18,582             12,907             19,234
計             18,582             12,907             19,234

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額      19,234
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0           0
予算合計            0      19,234

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02457 国分運動公園・国分武道館管理運営事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興グループ

予
算
科
目

基本事業名 003 スポーツ施設の整備 内線番号 3962
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）□期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）平成27年度 ～ 平成31年度■
目 03 社会体育施設費  根拠法令・条例等 霧島市都市公園条例・霧島市営体育施設設管条例

評価区分 標準評価 評価対象 ２次評価 関連計画 霧島市スポーツ振興計画・霧島市公共施設マネジメント計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
【施設の概要】所在地：霧島市国分清水309番地、施設及び開設日：国分体育館（昭和52年）、国分運動公園陸上競技場（平成８年）、国分球場
（昭和51年）、庭球場（昭和51年）、多目的広場（平成５年）、多目的屋内運動場（平成11年）、国分武道館（昭和57年）、国分弓道場（昭和58
年）、開館時間：8：30～22：00
【指定管理者】㈱エルグ・テクノ、指定期間：平成27年度～31年度
＊指定管理者制度は平成18年に導入され、現在3期目に入っている。
【主な利用料金】国分体育館（880円/時間）、国分運動公園陸上競技場（990円/時間）、国分球場（440円/時間）、庭球場（250円/面）、多目的
広場（600円/時間）、多目的屋内運動場（600円/時間）、国分武道館（440円/時間）、国分弓道場（480円/回）

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

指定施設数 施設ア 8 8 8 8 8
指定管理者による自主事業実施数 件イ 28 30 27 30 30
指定管理者による自主事業実施数 件ウ 28 30 27 30 30

（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市民 人口 人ア 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）
市民のスポーツ施設への関心が高まる利用者アンケート「総合的な施設の印象」の「

良かった・どちらかといえば良かった」の割合％ア 95 95 89 95 95
市民の健康及びスポーツ技術が向上する 年間利用者数 人イ 243,136 250,000 196,159 250,000 250,000

ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　地区自治公民館や自治会が行う施設整備や備品購入への支援を通して、地域におけるスポーツの振興を図ります。
　また、市民のスポーツ活動の拠点となるスポーツ施設の充実を図るため、老朽化した施設や設備の整備、バリアフリー化を年次的・計画的に行
うとともに、適正な維持管理に努めます。
　さらに、「かごしま国体・かごしま大会」の開催に向け、選手や来場者が快適に利用できる施設整備に努めます。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　国体開催を控え、大会会場や練習会場として利用されることから、不

事
業
費

国庫支出金 千円 69,620 0 0 0 0具合が生じている部分については施設・設備の修繕を行う必要がある。
県 支 出 金 千円 11,776 0 0 0 0
地 方 債 千円 0 0 0 0 0
そ の 他 千円 0 0 0 0 0
一 般 財 源 千円 135,410 48,341 447,553 54,198 54,198

事業費 千円 216,806 48,341 447,553 54,198 54,198

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

【指定管理料実績】 ・利用者アンケートでは施設運営の満足度において95.0％が満足・やや
　・指定管理料実績　51,621千円 満足という結果を得られた。
【市の活動実績】 ・施設を良好な状態で維持し、利用者の利便性の向上が図った。
　・修繕　13件　7,179千円 ・指定管理者と月1回月例報告打ち合わせを行い、施設利用状況、苦情
　・改修工事　1件　契約額 31,900千円 、改善点、連絡・報告事項等、密に連携を行った。
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02457 国分運動公園・国分武道館管理運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ ■結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ □間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
市民がスポーツを行うための施設であり、施設を適切に管理すること

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
は市の責務であるため、継続して取り組むことが適当である。

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討

Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ① レ
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
・国体開催を控え、大会会場や練習会場として利用されることから、不具合が生じている部分については施設
・設備の修繕を行う。
・令和3年度末に陸上競技場の3種公認継続申請を受験予定であり、あらかじめ検定員から指摘されている事項
等を踏まえて、必要な改修を実施する。（２）令和 2年度の改革改善の内容
・スポーツ庁から示された「感染拡大予防ガイドライン」に基づき、新型コロナウイルスの感染拡大予防に努　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）
める。

・霧島市のスポーツ活動の拠点施設として、市民が更に安心・安全に利用できるよう、計画的に修繕を行う。
・令和3年度末に陸上競技場の3種公認継続申請を受験予定であり、あらかじめ検定員から指摘されている事項
等を踏まえて、必要な改修を実施する。合わせて、必要な備品の購入を行う。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名 市民環境部長　本村　成明
拡　充 ④ ② ① レ
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
 令和３年度の国分運動公園陸上競技場の３種公認の更新に向けて、令和２年度から３年度にかけて、日本陸
連の規則改正に伴うリレーゾーンのマーキング位置の変更や走り幅跳び走路等の大規模な補修を行うとともに
、芝の張替えや芝の生育に必要な水管理を適切に行うための散水設備を設置する予定であり、陸上競技者のレ
ベル向上、及び市民の利用機会の拡大やサッカー・ラグビーの利用拡大を想定している。（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02457 国分運動公園・国分武道館管理運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費              4,725                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料              4,725                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料             54,662             54,198             54,198
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費            386,364                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費              1,802                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                  0                  0                  0
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

           447,553             54,198             54,198計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源            447,553             54,198             54,198
計            447,553             54,198             54,198

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額     450,393
補正予算            0       3,445

補正第２号            0       1,350
補正第８号            0       2,095

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0         825
予算合計            0     454,663

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02458 国分総合プール管理運営事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興グループ

予
算
科
目

基本事業名 003 スポーツ施設の整備 内線番号 3962
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）□期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）平成27年度 ～ 平成31年度■
目 03 社会体育施設費  根拠法令・条例等 霧島市営プールの設置及び管理に関する条例

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市スポーツ振興計画・霧島市公共施設マネジメント計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
【施設の概要】所在地：霧島市国分中央一丁目14番78号、施設（開設年）：屋内プール（H3)、屋外プール（H3)、ふれあい温泉センター（H3)、
開館時間：屋内プール及び屋外プール10:00～21:00、ふれあい温泉センター：休館中
【指定管理者】（株）エルグ・テクノ　管理期間：平成27年度～平成31年度

【主な利用料金】屋内・屋外プール　一般：420円　高齢者：210円　児童生徒：210円　未就学児：無料
　　　　　　　　　　ふれあい温泉センター　210円

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

指定施設数 施設ア 3 3 3 3 3
指定管理者による自主事業実施数 件イ 19 30 27 30 30
指定管理者による利用者確保のためのPR回数 回ウ 19 30 27 30 30

（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市民 人口 人ア 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）
市民のスポーツ施設への関心が高まる利用者アンケート「総合的な施設の印象」の「

良かった・どちらかといえば良かった」の割合％ア 85 90 82.20 95 95
市民の健康及びスポーツ技術が向上する 年間利用者数 人イ 60,531 65,000 52,076 65,000 65,000

ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　地区自治公民館や自治会が行う施設整備や備品購入への支援を通して、地域におけるスポーツの振興を図ります。
　また、市民のスポーツ活動の拠点となるスポーツ施設の充実を図るため、老朽化した施設や設備の整備、バリアフリー化を年次的・計画的に行
うとともに、適正な維持管理に努めます。
　さらに、「かごしま国体・かごしま大会」の開催に向け、選手や来場者が快適に利用できる施設整備に努めます。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

施設・設備の老朽化により不具合が生じている箇所について、本市のス

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0ポーツ活動の拠点施設として、市民が安心・安全に利用できるよう修繕
を行う必要がある。 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0

地 方 債 千円 0 0 0 0 0
そ の 他 千円 0 0 0 0 0
一 般 財 源 千円 32,842 35,064 37,850 45,168 45,168

事業費 千円 32,842 35,064 37,850 45,168 45,168

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

【指定管理料実績】 ・利用者アンケートでは、総合的な施設の印象において、82％の方に「
　・指定管理料実績　33,520千円 良かった・どちらかといえば良かった」と回答していただけた。
【市の活動実績】 ・市では5件の修繕を行い、老朽化した施設、設備の更新を行った。
　・修繕料　5件、5,111千円 ・中央監視装置リースの長期継続契約を行い、施設・設備管理の利便性
　・賃借料　2件　3,122千円 が向上した。

・指定管理者と月1回月例報告打ち合わせを行い、施設利用状況、苦情
、改善点、連絡・報告事項等、密に連携を図った。
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02458 国分総合プール管理運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ ■結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ □間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
市民がスポーツを行うための施設であり、施設を適切に管理すること

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
は市の責務であるため、今後も継続して取り組むことが適当である。

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討

Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
・施設・設備の老朽化により不具合が生じている箇所について、本市のスポーツ活動の拠点施設として、市民
が安心・安全に利用できるよう修繕を行う必要がある。
・利用者が快適に施設を利用していただけるように、エアハンドリングユニット改修を行う。
・スポーツ庁から示された「感染拡大予防ガイドライン」に基づき、新型コロナウイルスの感染拡大予防に努（２）令和 2年度の改革改善の内容
める。　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

水難事故を防止するために、指定管理者に施設管理を徹底してもらうと共に、定期点検等により、危険箇所の
早期発見を心がけ、利用者の安全を確保する。
・令和3年度末に競泳プール再公認申請を受験するために、必要な改修や備品の購入を行う。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02458 国分総合プール管理運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費              3,608                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料              3,608                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料             33,520             44,807             44,807
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                722                361                361
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                  0                  0                  0
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

            37,850             45,168             45,168計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源             37,850             45,168             45,168
計             37,850             45,168             45,168

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額      35,064
補正予算            0       4,000

補正第５号            0       4,000
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0      -1,207
予算合計            0      37,857

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02459 海浜・北・南公園・児童体育館管理運営事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興G

予
算
科
目

基本事業名 003 スポーツ施設の整備 内線番号 3961
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）□期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）平成28年度 ～ 令和 2年度■
目 03 社会体育施設費  根拠法令・条例等 霧島市都市公園条例ほか

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市スポーツ振興計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
【施設の概要】所在地：（国分海浜公園）霧島市国分下井2512番地（北公園）霧島市国分清水5丁目9番地39（南公園）霧島市国分上井183番地（
児童体育館）霧島市国分広瀬2丁目34番地11（春山緑地公園）霧島市国分重久5550番地２　　（開設日）：国分海浜公園(昭和58、59、62年、平成
11年）、国分北公園（平成2年）、南公園（昭和58年）、児童体育館（昭和50年）、春山緑地公園（平成26年度）　　開館時間：（国分海浜公園
、北公園、南公園）8：30～22：00　（児童体育館）10:00～22:00　（春山緑地公園）8：30～18：30（10～3月は17：00まで）
【指定管理者】(一財）霧島市施設管理公社、指定期間：平成28年度～32年度
【主な利用料金】国分海浜公園体育館：バレーボール（1面につき1時間）一般240円・子ども120円、国分北公園多目的広場：ソフトボール（1面
につき1時間）220円、国分南公園：ソフトボール場：220円（1時間）、国分児童体育館：240円（1時間）、春山緑地公園：野球（１面につき）36
0円

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

指定施設数 施設ア 11 11 11 11 11
指定管理者による自主事業実施数 件イ 3 3 6 3 3
指定管理者による自主事業実施数利用者確保のためのPR回数 回ウ 3 3 6 3 3

（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市民 人口 人ア 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）
市民のスポーツ施設への関心が高まる利用者アンケート「施設の総合的な印象」の「期

待した以上によかった・期待通りだった」の割合％ア 83 80 82 80 80
市民の健康及びスポーツ技術が向上する 年間利用者数 人イ 128,347 120,000 136,552 120,000 120,000

ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　地区自治公民館や自治会が行う施設整備や備品購入への支援を通して、地域におけるスポーツの振興を図ります。
　また、市民のスポーツ活動の拠点となるスポーツ施設の充実を図るため、老朽化した施設や設備の整備、バリアフリー化を年次的・計画的に行
うとともに、適正な維持管理に努めます。
　さらに、「かごしま国体・かごしま大会」の開催に向け、選手や来場者が快適に利用できる施設整備に努めます。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　施設の経年劣化が目立つが、指定管理者の多大なる協力を得ながら施

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0設の管理運営を行っている。市でも、危険箇所、法令上必要な最低限の
修繕は行っているが、利用者の利便性向上を考慮した施設運営ができる 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0よう、指定管理者と更なる連係を図る。

地 方 債 千円 0 0 0 0 0
そ の 他 千円 0 0 0 0 0
一 般 財 源 千円 33,772 34,086 34,119 34,399 34,399

事業費 千円 33,772 34,086 34,119 34,399 34,399

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

【指定管理料実績】 　かごしま国体ジャズ体操競技の会場として、海浜公園施設を重点的に
　・指定管理料実績　34,120千円 整備した。また、春山緑地公園グラウンドを市ソフトボール協会と連携
【市の活動実績】 し、重機を用いた大規模な整地作業を行い、利用者のニーズを把握した
　・修繕　６件　3,078千円 上で利便性を高め、利用率の向上を図った。
　・備品購入　１件　156,600円
　・委託　　 　 2,249千円
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02459 海浜・北・南公園・児童体育館管理運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ ■結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ □間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
　市民がスポーツを行うための施設であり、施設を適切に管理するこ

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
とは市の責務であるため、今後も継続して取り組むことが適当である
。

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討

Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
・経年劣化が懸念されるが、限りある予算のなかで、安全面、利用者ニーズ、法令等を把握の上、適切な優先
順位の設定に努める。
・スポーツ庁から示された「感染拡大予防ガイドライン」に基づき、新型コロナウイルスの感染拡大予防に努
める。（２）令和 2年度の改革改善の内容
・高木枯枝の落下による利用者の危険性を鑑み、伐採業務を行う。　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

　指定管理者の蓄積された知識、技術等を活かすため、施設管理者との月例報告会（毎月）を設けるようにす
る。また、施設の修繕等の適切な優先順位を定めるため、利用ニーズや競技団体の意見を把握する取組みを行
う。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02459 海浜・北・南公園・児童体育館管理運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                  0                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料             34,119             34,399             34,399
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                  0                  0                  0
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

            34,119             34,399             34,399計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源             34,119             34,399             34,399
計             34,119             34,399             34,399

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額      34,086
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0          34
予算合計            0      34,120

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02464 隼人運動施設管理運営事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興G

予
算
科
目

基本事業名 003 スポーツ施設の整備 内線番号 3962
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）□期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）平成27年度 ～ 平成31年度■
目 03 社会体育施設費  根拠法令・条例等 霧島市営体育施設の設置及び管理に関する条例

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市スポーツ振興計画・霧島市公共施設マネジメント計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
【施設の概要】所在地：霧島市隼人町内山田1丁目14番地16、施設及び開設日：隼人運動場（昭和44年）、隼人体育館（昭和45年）、隼人武道場
（昭和55年）、隼人弓道場（平成14年）、開館時間：8：30～22：00

【指定管理者】ＮＰＯ法人隼人錦江スポーツクラブ、指定期間：平成27年度～31年度
＊隼人運動施設管理運営事業の指定管理者制度は平成18年に導入され、現在３期目。

【主な利用料金】隼人運動場ソフトボール1面（210円/時間）、隼人体育館バレーボール1面（220円/時間）、隼人武道場1面（110円/時間）、隼
人弓道場（50円/回）

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

指定施設数 施設ア 4 4 4 4 4
指定管理者による自主事業実施数 件イ 70 100 8 8 8
指定管理者による自主事業実施数利用者確保のためのPR回数 回ウ 70 100 71 100 100

（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市民 人口 人ア 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）
市民のスポーツ施設への関心が高まる利用者アンケート「総合的な施設の印象」の「

良かった・どちらかといえば良かった」の割合％ア 38.50 60 62 65 70
市民の健康及びスポーツ技術が向上する 年間利用者数 人イ 127,141 145,000 117,613 145,000 145,000

ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　地区自治公民館や自治会が行う施設整備や備品購入への支援を通して、地域におけるスポーツの振興を図ります。
　また、市民のスポーツ活動の拠点となるスポーツ施設の充実を図るため、老朽化した施設や設備の整備、バリアフリー化を年次的・計画的に行
うとともに、適正な維持管理に努めます。
　さらに、「かごしま国体・かごしま大会」の開催に向け、選手や来場者が快適に利用できる施設整備に努めます。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

利用者アンケートの結果で、満足・やや満足と回答した方が昨年度と比

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0較して増加したことから、今後も継続して利用者に満足してもらえるよ
う、指定管理者と協力して運営していく。また、不満足度で一番低い評 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0価を受けたのが「施設設備の充実」であったことから、利用者のニーズ
に配慮し、年次的に老朽化した備品や不足している設備等について整備 地 方 債 千円 0 0 0 0 0していく必要がある。また当施設は、令和2年にかごしま国体のハンド
ボールが開催予定であり、全国から多くの関係者が訪れるため、必要な そ の 他 千円 0 0 0 0 0改修・整備を進める。体育館については年度内に床研磨を行う。

一 般 財 源 千円 13,532 13,615 13,675 14,911 14,911
事業費 千円 13,532 13,615 13,675 14,911 14,911

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

【指定管理料実績】 ・利用者アンケートでは、[総合的な施設の印象」の項目で、「期待し
　・指定管理料実績　13,676千円 た以上に良かった」「期待どおりだった」が約62％で昨年度よりも増加
【市の活動実績】 した。
　・修繕　１件　789千円 ・指定管理期間の最終年度で、次年度からの指定管理者について公募を

行い、引き続き、NPO法人隼人錦江スポーツクラブを指定管理者として
選定した。
・市としては、指定管理者と協力のもと施設を良好な状態で維持し、利
用者の利便性の向上が図られた。
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02464 隼人運動施設管理運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ □結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ ■間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
市民がスポーツを行うための施設であり、施設を適切に管理すること

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
は市の責務であるため、今後も継続して取り組むことが適当である。

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討

Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
　施設の老朽化や不具合等も多数報告されており、今後も安全な施設運営をする上で、施設の維持補修費は増
加すると考えられるので、引き続き指定管理者との連携を深め、適切かつ計画的な維持補修に努める。また、
かごしま国体のハンドボール競技の会場となっているので、引き続き競技団体と連携して準備を行っていく。
なお新型コロナウイルス感染症対策として、スポーツ庁が出している公共施設運営のガイドライン等に沿って（２）令和 2年度の改革改善の内容
適切な運営を行っていきたい。　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

安心安全な施設運営ができるよう、指定管理者との連携を図り、必要な施設整備や備品整備を計画的に進める
。また施設利用者が増えて、多くの市民の方がスポーツを親しむことができるよう、自主講座の充実を図る。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02464 隼人運動施設管理運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                  0                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料             13,675             14,911             14,911
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                  0                  0                  0
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

            13,675             14,911             14,911計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源             13,675             14,911             14,911
計             13,675             14,911             14,911

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額      13,615
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0          61
予算合計            0      13,676

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02465 隼人松永運動施設管理運営事業事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興G

予
算
科
目

基本事業名 003 スポーツ施設の整備 内線番号 3962
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）□期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）平成27年度 ～ 平成31年度■
目 03 社会体育施設費  根拠法令・条例等 霧島市営プール設置管理に関する条例等

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画 霧島市スポーツ振興計画・霧島市公共施設マネジメント計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
【施設の概要】所在地：(霧島市隼人庭球場・隼人健康温水プール）霧島市隼人町松永1678番地1、（隼人温水プール）霧島市隼人町松永二丁目80
番地　　　施設及び開設日：霧島市隼人庭球場(平成15年寄附）、隼人健康温水プール（平成16年）、隼人温水プール（昭和44年）
開館時間：隼人庭球場8：30～21：00、隼人健康温水プール・隼人温水プール10:00～21:00

【指定管理者】ＮＰＯ法人隼人錦江スポーツクラブ、指定期間：平成27年度～31年度
＊隼人松永運動施設管理運営事業の指定管理者制度は平成18年に導入され、現在4期目。
【主な利用料金】隼人庭球場：1コートにつき250円/時間（児童生徒は半額）、隼人健康温水プール・隼人温水プール：一般310円/回、高齢者・
児童生徒160円/回

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

指定施設数 施設ア 3 3 3 3 3
指定管理者による自主事業実施数 件イ 100 125 6 6 6
指定管理者による自主事業実施数利用者確保のためのPR回数 回ウ 100 125 6 6 6

（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市民 人口 人ア 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）
市民のスポーツ施設への関心が高まる利用者アンケート「総合的な施設の印象」の「

良かった・どちらかといえば良かった」の割合％ア 65 80 69 80 80
市民の健康及びスポーツ技術が向上する 年間利用者数 人イ 42,030 45,000 40,666 45,000 45,000

ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　地区自治公民館や自治会が行う施設整備や備品購入への支援を通して、地域におけるスポーツの振興を図ります。
　また、市民のスポーツ活動の拠点となるスポーツ施設の充実を図るため、老朽化した施設や設備の整備、バリアフリー化を年次的・計画的に行
うとともに、適正な維持管理に努めます。
　さらに、「かごしま国体・かごしま大会」の開催に向け、選手や来場者が快適に利用できる施設整備に努めます。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　隼人温水プールの温泉水及び地下水の汲み上げ量が減少しており、夏

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0季・冬季のプールの水位が不足していることから利用者に不便をかけて
いる。また、夏季は不足分を水道水で補って対応しており、水道料金が 県 支 出 金 千円 0 0 0 0 0運営状況を圧迫している。
　今年度は汲み上げ量を回復するため、ボーリングの実施を含めた対応 地 方 債 千円 0 0 0 0 0策の検討や実施を行う。

そ の 他 千円 0 0 0 0 0
一 般 財 源 千円 19,850 20,029 20,393 24,615 24,615

事業費 千円 19,850 20,029 20,393 24,615 24,615

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

【指定管理料実績】 ・３期目の4年目を迎え事故等もなく安全に施設運営ができた。
　・指定管理料実績　20,394千円 ・利用者アンケートでは施設運営の満足度において69％が「期待した以
【市の活動実績】 上によかった」「期待どおりだった」と回答し、昨年度と比較して増加
　・修繕　２件　544千円 した。

・隼人温水プールにおいて懸案事項であった井戸水の揚水量不足につい
て、揚水ポンプを能力の高い新規のものに取替えたことで解消すること
ができ、プール内の水量を確保することで利用者の利便性を向上するこ
とができた。
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事
業(

成
果)

の
方
向
性

事
業(

成
果)

の
方
向
性

担当部 市民環境部事務事業 事務02465 隼人松永運動施設管理運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ □結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ ■間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
市民がスポーツを行うための施設であり、施設を適切に管理すること

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
は市の責務であるため、今後も継続して取り組むことが適当である。

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討

Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
施設の老朽化が進み、施設の設備に不具合が見られるため、指定管理者と協議のもと、優先順位を検討しなが
ら施設の補修を進めていきたい。また今年度は指定管理期間の1年目であり、市民の施設への評価が向上する
よう指定管理者と必要な対策を協議・実施していきたい。なお新型コロナウイルス感染症対策として、スポー
ツ庁が出している公共施設運営のガイドライン等に沿って適切な運営を行っていきたい。（２）令和 2年度の改革改善の内容

　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

隼人温水プールは昭和44年に建設され約50年が経過しており、施設の老朽化が激しい。また屋根や外壁がスレ
ート材のため、冬になると室温及び水温の維持ができないため、非常に寒く利用者からも改善を求める声が大
きい。また施設を支える鉄骨についても、サビや腐食が進んでいる。今後の施設のあり方について市の公共施
設管理計画との整合性を図りながら検討を行う。（３）令和 3年度の方向性

　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02465 隼人松永運動施設管理運営事業
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費                  0                  0                  0

消 耗 品 費                  0                  0                  0
燃 料 費                  0                  0                  0
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費                  0                  0                  0
修 繕 料                  0                  0                  0
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費                  0                  0                  0
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                  0                  0                  0
保 険 料                  0                  0                  0

１３ 委 託 料             20,393             24,615             24,615
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料                  0                  0                  0
１５ 工 事 請 負 費                  0                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費                  0                  0                  0
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                  0                  0                  0
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

            20,393             24,615             24,615計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                  0                  0

一 般 財 源             20,393             24,615             24,615
計             20,393             24,615             24,615

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額      20,029
補正予算            0           0

           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0         365
予算合計            0      20,394

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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令和 2年度 事務事業振返りシート （平成31年度　実施事業の振返り）
１．基本情報１．基本情報

担当部 市民環境部事務事業 02467 体育施設維持管理事業（指定管理者以外）事務事業名番号 担当課 スポーツ・文化振興課
政策名 004 はぐくみ（社会を生き抜く力と生涯を通じて学びあう力を育むまちづくり） 担当課長 上小園　拓也
施策名 004 スポーツを楽しむ環境づくりの推進 グループ スポーツ振興グループ

予
算
科
目

基本事業名 003 スポーツ施設の整備 内線番号 3962
会計 一般会計 単年度のみ□事業
款 10 教育費 単年度繰返 （開始年度　　　　　　　　　　　　　　～）■ 平成17年度期間
項 07 保健体育費 期間限定複数年度（　　　　　　　　　　　　　　　　　）～□
目 03 社会体育施設費  根拠法令・条例等

評価区分 標準評価 評価対象 １次評価 関連計画

２．事務事業の概要・目的・指標＜２．事務事業の概要・目的・指標＜DoDo＞＞
（１）事務事業の概要（１）事務事業の概要 （具体的なやり方、手順、詳細を記述）
　スポーツ・文化振興課及び各総合支所地域振興課が所管する施設のうち、指定管理者制度を導入していない市の直営施設の管理運営と、市が行
わなければならない１件あたり10万円（消費税含む）以上の修繕を行う事業。　64施設。
【事務事業の流れ】
４月下旬までに各所管課より修繕依頼を提出　⇒　５月中旬までに各施設の修繕要望箇所を把握。必要に応じて現地調査。　⇒　５月中旬までに
優先順位を付して、各地区担当者へ予算配当　⇒　各地区において修繕の執行

平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度
①活動指標①活動指標（事務事業の活動量） 単位 （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

修繕を実施した件数 件ア 50 16 25 45 45
購入した備品の件数 回イ 23 9 11 15 15

ウ
（２）事務事業の目的（２）事務事業の目的
②対象②対象 ③対象指標③対象指標 （左記②対象の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（誰、何を対象にしているのか）大きさを表す指標） （実績） （見込） （実績） （見込） （見込）

市民 人口 人ア 124,785 126,230 124,367 124,181 123,908
イ
ウ
④意図④意図 ⑤成果指標⑤成果指標 （左記④意図の 平成30年度 平成31年度 令和 2年度 令和 3年度

単位（②対象をどうしたいのか） 達成度を表す指標） （実績） （目標） （実績） （目標） （目標）

施設を開館する 閉館した施設数 件ア 0 0 0 0 0
市民のスポーツ施設への関心が高まる利用者アンケート「総合的な施設の印象」の「

良かった・どちらかといえば良かった」の割合％イ 68.50 70 88.90 90 90
ウ
（３）総合計画との関係（３）総合計画との関係
⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）⑥基本事業の目的、取組方針（総合計画より）
　地区自治公民館や自治会が行う施設整備や備品購入への支援を通して、地域におけるスポーツの振興を図ります。
　また、市民のスポーツ活動の拠点となるスポーツ施設の充実を図るため、老朽化した施設や設備の整備、バリアフリー化を年次的・計画的に行
うとともに、適正な維持管理に努めます。
　さらに、「かごしま国体・かごしま大会」の開催に向け、選手や来場者が快適に利用できる施設整備に努めます。

３．前年度の評価表に記載した課題３．前年度の評価表に記載した課題 30年度 31年度 2年度 3年度４．事業費の推移４．事業費の推移 単位
決算 当初予算 決算 当初予算 計画平成31年度の改善改革の内容（取り組むべき課題）

　
　
　
投
入
量

財
源
内
訳

　施設の老朽化や利用者が偏っている施設もあることから、公共施設管

事
業
費

国庫支出金 千円 0 0 0 0 0理計画に基づき、施設の統廃合や削減の可能性について検討する。
県 支 出 金 千円 113,412 0 0 0 0
地 方 債 千円 0 0 0 0 0
そ の 他 千円 256 289 0 186 0
一 般 財 源 千円 859 26,136 211,451 41,889 42,075

事業費 千円 114,527 26,425 211,451 42,075 42,075

５５..平成31年度の実績及び成果
（１）平成31年度の実績（取組）　＜取組内容を数値等により具体的に記載＞ （２）平成31年度の成果　＜左記の実績（取組）による成果を記載＞

【直営施設実績】 ・25件の修繕を実施し、利用者の安全、安心な利用環境を提供でき、長
　・11施設 寿命化策が図られた。
【10万円以上の修繕実績】 ・11件の備品購入を実施し、大会等で利用する備品の充実を図り、老朽
　・25件　12,170千円 化した備品の改善を行ったことで、スムーズな大会運営が遂行された。
【備品購入の実績】 ・直営施設については、地域活動での利用が多く、利用状況に即した事
　・11件　8,060千円 務手続きを運用したことで、地域住民の利便性を図ることができた。
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担当部 市民環境部事務事業 事務02467 体育施設維持管理事業（指定管理者以外）
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

６．振返り＜６．振返り＜SEESEE（（checkcheck）＞）＞

Ａ
目
的
妥
当
性

この事業の目的は、基本事業の目的、取組方針に結びついていますか？ ・この事業をなぜ市が行わなければならないですか？
・税金を投入して達成する目的ですか？

① ②

■ □結びついている 市が実施すべき事業又は実施しなければならない事業である

□ ■間接的に結びついている 市が実施することは妥当である

□ □結びついていない 見直す必要がある

　
Ｂ
有
効
性

成果が向上する余地（可能性）はありませんか？ 廃止・休止の影響はありませんか？③ ④

□ ■向上する余地はかなりある 影響がある

■ □向上する余地はある程度ある 影響はある程度ある

□ □向上する余地はほとんどない 影響はほとんどない

　
Ｃ
効
率
性

・事務事業の手段（やり方）を工夫することで、事業費を削減できませんか？ ・事務事業の手段 ( やり方 ) を工夫することで、人件費 ( 延べ業務時間 ) を削減できませんか？
・補助金など、交付先に働きかけて、市の負担を削減できませんか？ ・職員以外の対応や委託により人件費を削減できませんか？⑤ ⑥

■ ■削減できない 削減できない

□ □削減する余地はある程度ある 削減する余地はある程度ある

□ □削減できる 削減できる

Ｄ
公
平
性

事務事業の内容が一部の受益者に偏っていませんか？
また、受益者負担の公平性が確保されていますか？⑦

■ 公平・公正である

□ 見直す必要がある

総合評価判定基準総合評価判定基準 総合評価総合評価 理由理由
市民がスポーツを行うための施設であり、施設を適切に管理すること

ＡＡ:継続して取り組むことが適当（やり方改善含む。）
は市の責務であるため、今後も継続して維持管理及び修繕を行うこと
が適当である。

Ｂ:事業規模・内容・実施主体の見直しの検討

Ｃ:事業の統合、休・廃止の検討

【参考】前年度の改革改善の方向性
< < 　　　　継続・やり方改善　　　　 > >７．１次評価結果　＜７．１次評価結果　＜PLANPLAN（（Action Action －－ Plan Plan）＞（組織決定））＞（組織決定）

拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③ レ
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性
　施設の老朽化や利用者が偏っている施設もあることから、公共施設管理計画に基づき、施設の統廃合や削減
の可能性について検討する。

（２）令和 2年度の改革改善の内容
　　（取り組むべき課題）　　（取り組むべき課題）

　公共施設管理計画に基づき、施設のあり方について検討を行い、維持と判断した施設については、安全が確
保できるよう維持管理を行う。

（３）令和 3年度の方向性
　　（具体的な取組）　　（具体的な取組）

８．２次評価結果（担当部長評価）８．２次評価結果（担当部長評価） 評価者 職・氏名
拡　充 ④ ② ①
維　持 ⑤ ③
縮　小 ⑥（１）今後の事務事業の改革改善（１）今後の事務事業の改革改善

休廃止（統合含む） ⑦の方向性の方向性
皆　減 縮　小 維　持 拡　大

コスト投入（予算）の方向性

（２）総評（２）総評
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担当部 市民環境部事務事業 事務02467 体育施設維持管理事業（指定管理者以外）
番号 事業名 担当課 スポーツ・文化振興課

９．コストの推移９．コストの推移

（単位：千円） 平成31年度（決算） 令和 2年度（当初予算） 令和 3年度（計画）

０１ 報 酬                  0                  0                  0
０２ 給 料                  0                  0                  0
０３ 職 員 手 当 等                  0                  0                  0
０４ 共 済 費                  0                  0                  0
０５ 災 害 補 償 費                  0                  0                  0
０６ 恩 給 及 び 退 職 年 金                  0                  0                  0
０７ 賃 金                  0                  0                  0
０８ 報 償 費                  0                  0                  0
０９ 旅 費                  0                  0                  0
１０ 交 際 費                  0                  0                  0
１１ 需 用 費             13,885             18,336             18,336

消 耗 品 費                477                545                545
燃 料 費                 14                 15                 15
食 糧 費                  0                  0                  0
印 刷 製 本 費                  0                  0                  0
光 熱 水 費              1,224              1,336              1,336
修 繕 料             12,170             16,440             16,440
賄 材 料 費                  0                  0                  0
飼 料 費                  0                  0                  0
医 薬 材 料 費                  0                  0                  0

１２ 役 務 費              2,246              2,302              2,302
通 信 運 搬 費                  0                  0                  0
広 告 料                  0                  0                  0
手 数 料                 65                 70                 70
保 険 料              2,181              2,232              2,232

１３ 委 託 料              7,828             18,217             18,217
１４ 使 用 料 及 び 賃 借 料              2,520              1,320              1,320
１５ 工 事 請 負 費            176,912                  0                  0
１６ 原 材 料 費                  0                  0                  0
１７ 公 有 財 産 購 入 費                  0                  0                  0
１８ 備 品 購 入 費              8,060              1,900              1,900
１９ 負 担 金 補 助 及 び 交 付 金                  0                  0                  0
２０ 扶 助 費                  0                  0                  0
２１ 貸 付 金                  0                  0                  0
２２ 補 償 補 填 及 び 賠 償 金                  0                  0                  0
２３ 償 還 金 利 子 及 び 割 引 料                  0                  0                  0
２４ 投 資 及 び 出 資 金                  0                  0                  0
２５ 積 立 金                  0                  0                  0
２６ 寄 附 金                  0                  0                  0
２７ 公 課 費                  0                  0                  0
２８ 繰 出 金                  0                  0                  0

           211,451             42,075             42,075計

財
源
内
訳

特
定
財
源

国 庫 支 出 金                  0                  0                  0
県 支 出 金                  0                  0                  0
地 方 債                  0                  0                  0
そ の 他                  0                186                  0

一 般 財 源            211,451             41,889             42,075
計            211,451             42,075             42,075

平成31年度 補正・流用状況 平成31年度 特定財源内訳

当初予算 区分 名称 金額      96,537
補正予算            0     307,000

補正第７号            0     307,000
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0
           0           0

流用・充用            0       1,536
予算合計            0     405,073

           0平成31年度当初予算には平成30年度からの繰越分を含む

           0
           0
           0

合　計            0
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